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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

熱気球から見た渡良瀬遊水地（北側より望む）

　

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
を
保
全
す
る
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

11
）
が
７
月
６
日
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
の
首

都
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
か
れ
、「
渡
良
瀬
遊

水
地
」（
登
録
湿
地
面
積
：
２
８
６
１
ｈ
ａ
）

が
、
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
の
基
準
９
つ

の
う
ち
２
つ
に
該
当
し
た
と

し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の

本
来
の
目
的
で
あ
る
治
水
機

能
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

多
様
な
動
植
物
が
生
息
す
る

湿
地
の
自
然
環
境
を
保
全
・

再
生
し
、
そ
の
適
正
な
利
用

を
促
進
し
ま
す
。

【
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
】

　

昭
和
46
年
に
イ
ラ
ン
の
ラ

ム
サ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
湿
地
及
び
水
鳥
の
保
全
の

た
め
の
国
際
会
議
」
に
お
い

て
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と

し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地

に
関
す
る
条
約
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
開

催
地
に
ち
な
み
、一
般
に「
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
の
精

神
は
、
世
界
的
に
重
要
な
湿

地
の
「
保
全
・
再
生
」「
賢

明
な
利
用
」「
交
流
・
学
習
」

を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

  

登
録
は
、
９
つ
の
国
際
的

な
基
準
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
い
る
湿
地
で
あ
り
、
国

内
で
規
定
す
る
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
条
件
で
、

さ
ら
に
３
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
国
際
会
議
の
締
約
国
会

議
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
37
か
所
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
締
約
国
会
議
に

お
い
て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
を
含
め
、
９
か

所
が
新
た
に
登
録
に
な
り
、
日
本
国
内
で

の
登
録
地
は
46
か
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

  （
２
、３
面
に
関
連
記
事
）
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渡良瀬遊水地  ラムサール条約湿地に登録
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ラムサール条約の

３つの柱と今後の取り組み

　渡良瀬遊水地の本来の目的である治水機能の充
実を図りながら、ラムサール条約の３つの柱に基
づき、湿地の自然環境を保全・再生し、その適正
な利用を促進します。

　水鳥の生息地としてだけでなく、私たちの生活
環境を支える重要な生態系として、幅広く湿地の
保全・再生を呼びかけています。

～これからずっとこの環境を守っていく～
　渡良瀬遊水地は、本州最大のヨシ原を主体とす
る湿性草地です。河川の氾濫原を主な生育環境と
するタチスミレなどをはじめとする希少種を含む
1,000 種以上の豊富な植物種が生育する、本州以
南の低湿地の代表例です。日本国内でも希少な環
境を保全・再生することが重要となります。

　条約は、産業や地域の人々の生活とバランスの
とれた保全を進めるために、湿地の賢明な利用を
提唱しています。賢明な利用とは、湿地の生態系
を維持しつつ、そこから得られる恵みを持続的に
活用することです。

～いままでどおりこれからも活用していく～
　条約は、人間の行為を厳しく規制して湿地を
守っていくのではなく、湿地生態系の機能や湿地
から得られる恵みを維持しながら、私たちの暮ら
しと心がより豊かになるように活用することを
謳っています。遊水地のヨシを利用した「よしず
づくり」や「スカイスポーツ・ウオータースポー
ツ」などは豊かな自然を活かした賢明な利用に該
当することになります。

　湿地の保全や賢明な利用のために、人々の交流
や情報交換、教育、参加、啓蒙活動を進めること
を決議しています。
～湿地の大切さを学び、協力し合い広めていく～
　湿地が提供する様々な恵みや湿地が持つ価値に
ついて、まだ十分認識されていないのが実情です。
湿地の保全と賢明な利用を進めるためには、まず
は湿地に関わりを持つ様々な方々に対して普及啓
発活動を行い、湿地の自然環境に親しむ機会や湿
地の働きや重要性について理解する機会を提供す
ることが重要です。環境学習会などを開催し、湿
地の重要性を学ぶ機会を提供することが重要とな
ります。

Ｑ　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録

さ
れ
る
と
渡
良
瀬
遊
水
地
の
本

来
の
目
的
で
あ
る
治
水
事
業
に

支
障
が
で
る
の
で
は
。

Ａ　

条
約
登
録
に
よ
り
現
在
行

わ
れ
て
い
る
治
水
事
業
な
ど
河

川
管
理
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
治
水
事
業
に
よ

り
掘
削
を
行
う
こ
と
は
、
湿
地

の
保
全
・
再
生
に
と
っ
て
も
必

要
で
す
。

Ｑ　

条
約
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

メ
リ
ッ
ト
は
、
条
約
登
録

に
よ
り
渡
良
瀬
遊
水
地
の
湿
地

の
重
要
性
が
世
界
に
発
信
さ

れ
、
知
名
度
が
上
が
る
こ
と
で

す
。
来
場
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
貴
重
な
植
物
採
取

や
ゴ
ミ
問
題
な
ど
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
国
や
地
域
住
民
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
渡
良
瀬

基準１・生物地理区（日本）を代表する低層湿原
　　　　です。
基準３・本州最大のヨシ原を主体とする湿性草
　　　　地が存在します。
　　　・河川の氾濫原を主な生育環境とするト
　　　　ネハナヤスリ、タチスミレなど希少種
　　　　約 60 種を含む 1,000 種以上の植物種
　　　　が生育、本州以南の低湿地の代表例で
　　　　す。また環境省レッドリストで絶滅危
　　　　惧ＩＢ類に掲載されているチュウヒを
　　　　はじめとする猛禽類の越冬地やツバメ
　　　　のねぐらとして利用されています。

渡良瀬遊水地が該当した湿地の基準

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　

Ｑ
＆
Ａ

★保全・再生

★賢明な利用（ワイズ・ユース）

★交流・学習

ト
ネ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ　

４
月
～
５
月
に
湿
地
一
面
に

多
数
の
群
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
所
は
、
日
本
で
こ
こ
だ
け
で
す
。（
環
境
省

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
IB
類
）

チュウヒ　広い湿地
のヨシ原にすみ、渡
良瀬遊水地を越冬
地として利用し
ている（環境
省レッドリ
スト絶滅
危惧 IB
類）

タチスミレ　湿地性のスミレで、花

が終わった後、草丈は１㍍を超える
高さになります。（環境省レッドリ
スト絶滅危惧 IB 類）スカイダイビング

熱気球

カヌー

遊
水
地
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
作
り
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

渡
良
瀬
遊
水
地
が
国
指
定

の
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
今
と
何
が

変
わ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

法
律
的
に
は
、
狩
猟
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
も
と
も
と

銃
に
よ
る
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ワ
ナ
に
よ
る
狩
猟

も
規
制
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
、

ワ
ナ
猟
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の

で
、
実
質
的
に
は
何
も
か
わ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

登
録
さ
れ
た
範
囲
は
。

Ａ　

区
域
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地

全
体
（
３
千
３
０
０
㌶
）
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
公
園
や
ゴ

ル
フ
場
な
ど
を
除
い
た
区
域

（
２
千
８
６
１
㌶
）
が
登
録
区

域
（
㊤
地
図
参
照
）
で
す
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
が
遊
水
地
と

な
っ
た
の
は
、
明
治
43
年
か
ら

大
正
11
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
渡
良
瀬
川
改
修
工
事
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
れ
以
前
の
渡
良

瀬
川
は
、
遊
水
地
の
西
側
を
曲

が
り
く
ね
っ
て
流
下
し
、思
川
、

巴
波
川
は
、
現
在
の
遊
水
地
の

南
部
を
流
れ
、
渡
良
瀬
川
に
合

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
部
に
は
、
赤
麻

沼
、
石
川
沼
と
い
う
大
き
な
沼

が
あ
っ
て
、
谷
中
村
な
ど
の
周

囲
に
は
、
囲
か
こ
い
づ
つ
み
堤
が
築
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
地
は
、
上
流
の
足
尾
銅

山
に
よ
る
鉱
毒
事
件
に
関
連
し

て
遊
水
地
計
画
が
で
き
、
栃
木

県
に
よ
る
谷
中
村
買
収
、
藤
岡

町
（
現
栃
木
市
）
へ
の
合
併
が

行
わ
れ
、明
治
43
年
の
洪
水
後
、

国
に
よ
る
渡
良
瀬
川
の
改
修
計

画
等
で
現
在
の
遊
水
地
と
な
り

ま
し
た
。

渡良瀬遊水地の生い立ち
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栃
木
市
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

渡
良
瀬
遊
水
地
を
満
喫

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
実
業

団
自
転
車
競
技
連
盟
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
Ｆ
）
が
行
う
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
レ
ー
ス
の
「
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
」
を
メ
イ
ン
と
し
、
渡
良
瀬

遊
水
地
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
レ

ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
を
堪
能
で

き
る
「
栃
木
市
渡
良
瀬
遊
水
地

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ

（
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
気
球
、

グ
ラ
イ
ダ
ー
）、
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
（
ヨ
ッ
ト
）、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
（
タ
ン
デ
ム
自
転

車
）、
乗
馬
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
他

で
は
簡
単
に
見
ら
れ
な
い
レ

ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
が
大
集
合

し
、デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
参
加
者
、
レ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
募
集

【
参　

加　

者
】

　

１
周
５
・
３
キ
ロ
の
選
手
と

同
じ
コ
ー
ス
を
走
っ
て
タ
イ
ム

を
計
測
し
ま
す
。　

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）

12
時
35
分
～
12
時
55
分

◆
人
数　

10
名

◆
条
件　

市
内
在
住
の
中
学
生

以
上
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
お
持

ち
の
方

　市民の皆さん、こんにちは。今回か
ら、市政運営の折々の課題や、市民の
皆さんが疑問に思われるかもしれない
事柄について、解説をさせて頂きます。
よろしくお願いします。
　初回は、地域間のバランスというこ
とについてお話しします。新生栃木市
は旧一市四町地域から成り立っている
ことは言うまでもありませんが、これ
からの栃木市はこの旧一市四町地域が
バランスよく発展することによって、
全体が発展していかなければなりませ
ん。但し、数年間は、地域間のバラン
スが崩れているようにお感じになるか
もしれません。「あの地域ばかり道路
がよくなったり、色々なものができる
じゃないか」という風に。

　そう感じるのは次のよ
うな理由からです。旧一
市 四 町 は、 合 併 前 か ら
色々な実施計画や道路建
設等の事業を行っていました。合併し
て旧市・町がなくなるからといって、
これらの計画や事業を止めてしまうこ
とはできません。そこで、新市が引き
継ぐべき計画や事業はこれを引き継
ぎ、それらが現在も行われているので
す。これが、地域間のバランスが崩れ
ているとお感じになる原因かと思いま
す。今の栃木市には、まだ旧一市四町
ごとのまちづくりが一部残っているこ
とをどうかご理解ください。
　従って、これから新生栃木市が計画
し、実行していく地域振興策は、地域
間のバランスを考慮し、地域の特性に
合った整備を行っていかなければなり
ません。
　

監
査
委
員
に

梅
澤
氏
を
選
出

　

市
議
会
６
月
定
例
会
で
同

意
を
得
て
、梅
澤
米
満
氏（
藤

岡
町
大
田
和
）
が
、
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
６
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
４
月
24
日
ま
で
で

す
。

　

な
お
、
監
査
委
員
は
、
２

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
市

の
財
務
に
関
す
る
事
務
等
が

適
切
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
監
査
を
行
い
ま

す
。

農
業
委
員
（
農
協
選
任
）
が
変
わ
り
ま
し
た

　

６
月
１
日
付
で
下
野
農
協

と
上
都
賀
農
協
の
選
任
農
業

委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

前
任
の
森
戸
照
夫
氏
、
中 粂

くめがい

谷　一
いちろう

郎氏
☎ 27 ‐ 1577

宇
う が じ ん

賀神一
か ず お

夫氏
☎ 92 ‐ 2258

新
井
明
氏
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
農
業
行
政
全
般
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

後
任
の
お
二
人
に
つ
き
ま

し
て
は
、
任
期
は
現
在
の
栃

木
市
農
業
委
員
の
残
任
期
間

（
平
成
25
年
７
月
19
日
ま
で
）

で
す
。

　

農
業
に
関
す
る
諸
問
題
解

決
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
、
お
気
軽
に
お
声
を
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

農
業
委
員
会
事

務
局　

   

☎
21
‐
２
５
２
６

地域間のバランスについて
No.1

栃木市長　鈴木俊美

市
議
会
議
長
に
高
岩
氏
、

副
議
長
に
大
阿
久
氏
就
任

　

市
議
会
６
月
定
例
会
で

新
議
長
に
高
岩
義
祐
氏（
写

真
㊨
）、
副
議
長
に
大
阿
久

岩
人
氏
（
写
真
㊧
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
栃
木
市
議
会
は

34
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、

議
長
、
副
議
長
を
中
心
に
、

市
民
生
活
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
解
決
策

を
考
え
、
市
の
条
例
や
予

算
・
決
算
な
ど
市
政
の
重

要
な
案
件
を
審
議
す
る
と

と
も
に
、
執
行
機
関
の
監

視
、
評
価
機
能
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
を
進
め
て

い
く
市
長
と
は
お
互
い
に

独
立
し
た
対
等
な
立
場
で

議
論
を
深
め
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
市
民
生
活
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
広
く
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
公
平
公
正

で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
積
極
的
に
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
レ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
】

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）

①
８
時
30
分
～
12
時
30
分
②

12
時
15
分
～
16
時
15
分

◆
人
数　

①
20
名　

②
20
名

◆
条
件　

高
校
生
以
上

◆
そ
の
他　

レ
ー
ス
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

　

レ
ー
ス
終
了
後
に
選
手
の

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
抽
選
会
が

あ
り
ま
す
。

★
共
通
事
項

◆
申
込
（
参
加
者
、
レ
ー
ス

ス
タ
ッ
フ
と
も
）
８
月
１
日

（
水
）
８
時
30
分
～
（
電
話

に
て
先
着
順
）

◆
申
込
先　

藤
岡
総
合
支
所

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　

   

☎
62-  

０
９
０
０

体
験
搭
乗
、
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
市
、
板
倉
町
、

渡
良
瀬
遊
水
地
の
紹
介
ブ
ー
ス

や
自
転
車
関
連
グ
ッ
ズ
ブ
ー
ス

も
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
地
の
渡
良
瀬

遊
水
地
を
家
族
で
一
日
満
喫
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）　

９
時
～
17
時

◆
場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
内
と

そ
の
周
辺
（
メ
イ
ン
会
場
は
谷

中
湖
北
ブ
ロ
ッ
ク
子
供
広
場

ゾ
ー
ン
）

◆
そ
の
他　

東
武
日
光
線
藤
岡

駅
か
ら
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
車

で
お
越
し
の
方
は
北
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

藤
岡
総
合
支
所

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

☎
62
‐
０
９
０
０

自 転 車

熱 気 球

グライダー

スカイダイビング
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　様々な道路整備のニーズに的確に対応し、
道路整備の計画的かつ効率的な推進を図る
ため、「栃木市道路整備基本計画」を策定し
ます。素案を作成しましたので、皆様のご
意見、ご提案をお寄せください。
　◆募集期限　
８月 31 日（金）
　◆閲覧場所　
○本庁都市整備課（本庁舎２階）
○大平総合支所都市整備課
○藤岡、都賀総合支所都市建設課
○西方総合支所産業建設課
○市ホームページ
　◆提出方法
　閲覧場所にある提出用紙、又は市ホーム
ページから提出用紙をダウンロードし、必
要事項を記入のうえ、次のいずれかの方法
により提出してください。
○直接提出
閲覧場所の各課へ提出
○郵送　〒 328 － 8686
　（住所記入不要）都市整備課あて
○ FAX　21 － 2239
○メール　douro@city.tochigi.lg.jp
　◆その他
　寄せられた意見等は、住所、氏名等を除
き、後日公表します。なお、意見等への個
別の回答はしませんので、ご了承ください。

 都市整備課　☎ 21‐2241

　　市図書館基本計画（案）
　　　　　　　募集延期について

　広報とちぎ７月号６頁の掲載記事「栃木
市図書館基本計画（案）パブリックコメン
ト（意見・提案）募集」につきまして、諸
事情により、募集時期を延期することとな
りました。
　広報をご覧になり、閲覧場所へ足をお運
びいただいた皆様にお詫び申し上げます。
　新たな募集期間につきましては、改めて
市ホームページ、広報とちぎ等で周知させ
ていただきます。

 生涯学習課☎ 21‐2734

「栃木市道路整備基本計画（素案）」
について

～節電対策第 2回～
今年の夏も節電

《冷蔵庫》
夏になると冷たいも
のがほしくなります
ね。
冷蔵庫を賢く利用し
て節電しましょう。

□冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変
える。
□扉の開ける時間を減らす。
□食品を詰め込みすぎないようにする。
※食品の傷みにはご注意ください。

　環境課環境政策担当☎ 21‐2601

○
貯
水
槽
水
道
の
適
正
管
理
を

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
、
水
道
水
を
受
水
槽
や
高
架

タ
ン
ク
な
ど
の
貯
水
槽
に
一
旦

貯
め
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、

受
水
槽
か
ら
先
の
施
設
や
水
の

管
理
は
、
貯
水
槽
設
置
者
の
責

任
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

貯
水
槽
の
適
切
な
管
理
を
行

わ
な
い
と
、
水
の
汚
染
や
水
質

の
悪
化
な
ど
が
起
こ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

・
水
槽
の
定
期
的
な
清
掃
。

　

・
施
設
の
点
検
。

　

・
水
質
の
検
査
（
特
に
色
、

臭
い
等
水
質
に
異
常
を
感
じ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
）。　

　

こ
の
３
点
の
実
施
な
ど
、
水

の
安
全
の
た
め
適
正
な
維
持
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
清
掃
を
委
託
す
る
場

合
は
、
資
格
を
持
っ
た
業
者
に

依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
水
道
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

　

水
道
課
で
は
、
安
心
で
安
全

な
水
道
水
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
お
使
い
で
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
水
道
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
給
水
装
置
工
事
は
、
市

の
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
水
道
料
金
等
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金

融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口

に
、
通
帳
・
届
出
印
と
水
道
の

検
針
票
ま
た
は
水
道
料
金
の
領

収
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 

水
道
課　

☎
25
‐
２
１
０
５

・

 

南
部
水
道
事
務
所

　
　
　
　

☎
43
‐
９
２
２
１

・

 

北
部
水
道
事
務
所

☎
92
‐
０
３
１
７

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発

事
故
に
よ
り
出
荷
停
止
等
の
損

失
を
受
け
た
農
漁
業
者
に
対

し
、
農
業
経
営
に
必
要
な
運
転

資
金
を
融
通
し
、
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
の
資
金
の
貸
付
が

本
年
度
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
県

と
市
で
資
金
利
子
分
を
融
資
機

関
に
補
給
い
た
し
ま
す
の
で
、

農
漁
業
者
は
無
利
子
で
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
資
金
の
借
入
先
は
、
農

協
又
は
指
定
の
金
融
機
関
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
下
さ
い
。

◆
貸
付
対
象
者

　

農
漁
業
生
産
物
が
出
荷
停
止

や
風
評
被
害
な
ど
に
よ
り
損
失

を
受
け
た
農
漁
業
者

◆
資
金
使
途

　

農
業
経
営
の
維
持
安
定
に
必

要
な
運
転
資
金
（
施
設
整
備
・

機
械
購
入
等
は
除
く
）

◆
貸
付
額

　

１
，
０
０
０
万
円
以
内

◆
貸
付
期
間

　

５
年
以
内
（
う
ち
据
え
置
き

期
間
２
年
以
内
）

◆
貸
付
金
利

　

無
利
子

◆
借
入
申
込
み
期
限

　

平
成
25
年
３
月
末
ま
で

 

農
林
課
農
政
チ
ー
ム

　
　
　
　

☎
21
‐
２
５
５
３

　

毎
年
、
夏
場
に
な
る
と
迷
い

犬
に
関
す
る
情
報
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。犬
を
飼
う
場
合
は
、

必
ず
首
輪
を
し
て
、
犬
鑑
札
・

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
な
ど
を

付
け
、
所
有
者
が
分
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
首
輪
が
ゆ
る
い
と
抜

け
出
し
、
逸
走
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
首
輪
に
指
が
２
本
入
る

程
度
が
適
切
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
随
時
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

犬
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
で
保
護
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　

平
成
24
年
８
月
の
定
例

教
育
委
員
会
を
８
月
22
日

（
水
）
14
時
か
ら
吹
上
公
民

館
で
開
き
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

犬
を
飼
っ
て
い
る

　
　
　

皆
さ
ん
へ

ね
こ
の
室
内

　

飼
い
の
す
す
め

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ね
こ
の
フ
ン
、
鳴
き
声
に
よ

る
ご
近
所
か
ら
の
苦
情
が
増
え

て
い
ま
す
。
ノ
ラ
ね
こ
へ
の
無

責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
飼
い
ね
こ
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
餌
が
あ
り
、
ス
ト

レ
ス
が
発
散
で
き
れ
ば
、
犬
と

は
違
い
、
ね
こ
は
空
間
を
う
ま

く
使
え
る
た
め
、
生
活
の
た
め

に
あ
ま
り
広
い
場
所
を
必
要
と

し
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
た
め
に
も
、
ね
こ

の
た
め
に
も
、
室
内
飼
い
を
お

勧
め
し
ま
す
。

★
室
内
飼
い
の
メ
リ
ッ
ト

　

・
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ
る
、

　
　

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防

　

・
交
通
事
故
や
迷
子
、
家
出

　
　

の
予
防

　

・
伝
染
病
、
寄
生
虫
の
予
防

　

・
望
ま
な
い
繁
殖
の
予
防

 

環
境
課       

☎
21
‐
２
６
０
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐
９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
８
４
‐
５
４
５
８

　

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

貯
水
槽
水
道
の
適
正
管
理

　
　
　

平
成
24
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
に

　
　

本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ

　
　

ま
し
た
。

　
　
　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
心
か

　
　
　

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
瑞
宝
単
光
章
】

飯
塚
信
夫
（
梅
沢
町
）

統
計
調
査
功
労

【
藍
綬
褒
章
】

横
地　

健
（
梅
沢
町
）

消
防
功
績

（
敬
称
略
）

　
　
　
　

掲
載
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
し
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う
「
と
ち
ぎ
の
農
業
」

緊
急
支
援
資
金
貸
付

期
間
の
延
長
に
つ
い
て      
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児
童
手
当
は
、
毎
年
６
月
に

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当

の
方
に
は
、
６
月
中
に
郵
便
で

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
の
に
現
況
届
が
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
栃
木
地
域
》

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
２

《
大
平
地
域
》　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
内  

 

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
45
‐
１
７
８
８

《
藤
岡
地
域
》

 

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
62-

０
９
０
４

《
都
賀
地
域
》

 

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
29-

１
１
０
３

《
西
方
地
域
》

 

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
92-

０
３
１
２

　

毎
年
８
月
に
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、
８
月
分
か
ら
の
手
当

が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
間
現
況
届
が
未

提
出
の
場
合
は
、
時
効
に
よ
り

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
全
部
支
給
停
止
の
方
も
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
給
資
格
者
に
は
、

個
別
に
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
。　

◆
期
間　

８
月
７
日
（
火
）
～

８
月
10
日
（
金
）

◆
提
出
場
所

《
栃
木
地
域
》 

福
祉
庁
舎
内 

   

こ
ど
も
課 

《
大
平
地
域
》 

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
内 

 

健
康
福
祉
課　
　
　

 

《
藤
岡
地
域
》

 

健
康
福
祉
課

《
都
賀
地
域
》

 

健
康
福
祉
課

《
西
方
地
域
》

 

健
康
福
祉
課

　

※
他
の
地
域
に
は
書
類
の
用

意
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

お
住
ま
い
の
地
域
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
課    

☎
21
‐
２
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

　

病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
概
要  

　

障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
ケ
ガ
の
『
初
診
日
が
65
歳

未
満
』
の
方
が
、
一
定
の
障
が

い
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＜申込期間＞　9 月３日（月）～ 28 日 ( 金 )
＜申込場所＞　・保育園　本庁こども課、各総合支所健康福祉課こども担当または各保育園
　　　　　　　・幼稚園　各幼稚園
＜対　　象＞　平成 25 年度に入園を希望する方（年度途中からの入園希望を含む）

区分 保育園名 電話 施設見学会

公　
　
　

立

栃　

木

いまいずみ保育園　 ☎ 22 ‐ 1022

9 ／ 3（月）

　　４（火）

受
付
13
時
30
分

いりふね保育園　 ☎ 22 ‐ 2483
おおつか保育園　 ☎ 27 ‐ 5343
はこのもり保育園　 ☎ 23 ‐ 4827
そのべ保育園　 ☎ 24 ‐ 6245
ぬまわだ保育園　 ☎ 24 ‐ 8522

大
平

大平西保育園　 ☎ 43 ‐ 2545
大平南第１保育園　 ☎ 43 ‐ 2704
大平南第２保育園　 ☎ 43 ‐ 7232
大平東保育園　 ☎ 43 ‐ 5192

藤
岡

三鴨保育園　 ☎ 62 ‐ 2850
赤麻保育園　 ☎ 62 ‐ 3192
部屋保育園　 ☎ 67 ‐ 2150
藤岡保育園　 ☎ 62 ‐ 3749

都
賀都賀よつば保育園 ☎ 29 ‐ 1234

西
方

認定西方なかよしこ
ども園（西方保育園）☎ 92 ‐ 2900

私　

立

栃
木

さくら保育園　 ☎ 24 ‐ 3900 ８／ 25（土）
受
付
10
時

さくら第２保育園　 ☎ 24 ‐ 3900
ひがしのもり保育園 ☎ 28 ‐ 0038 ８／ 27（月）
けやき保育園　 ☎ 23 ‐ 8905 ８／ 28（火）

大
平

大平中央保育園　 ☎ 43 ‐ 7708 ８／ 30（木）
ひかり保育園　 ☎ 43 ‐ 8511 ９／ 12（水）9 時

　

保
育
園
は
、
保
護
者
や
家
族
が
働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
子
ど
も
を

日
中
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
入
園
は
、
保
護
者
な
ど
が
保
育
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
条
件

に
な
り
ま
す
。

　

施
設
見
学
会　

各
保
育
園
で
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。（
申
込
不
要
）

　

幼
稚
園
は
、
幼
児
の
た
め
に
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
市
内
の
幼
稚
園
で
は
、
来
年
度
の
入
園
児
募
集
を
９
月
３

日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
幼
稚
園
が
統
一
し
て
募
集
を
行
う
も
の
で
、
公
教

育
の
立
場
か
ら
、
募
集
の
た
め
の
訪
問
や
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
の

送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
幼
稚
園
名

　
【
私　

立
】

・
栃
木
幼
稚
園
（
旭
町
／
☎
24
‐
４
８
０
２
）

・
若
葉
幼
稚
園
（
小
平
町
／
☎
24
‐
４
０
７
５
）

・
ア
ル
ス
幼
稚
園
（
片
柳
町
１
丁
目
／
☎
22
‐
０
８
２
４
）

・
ア
ル
ス
南
幼
稚
園
（
沼
和
田
町
／
☎
23
‐
７
１
５
５
）

・
お
お
み
や
幼
稚
園
（
大
宮
町
／
☎
28
‐
０
０
３
８
）

・
國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園
（
片
柳
町
５
丁
目
／
☎
22
‐
３
１
７
５
）

・
平
川
幼
稚
園
（
大
宮
町
／
☎
27
‐
０
２
３
６
）

・
栃
木
み
ど
り
幼
稚
園
（
本
町
／
☎
23
‐
８
１
３
２
）

・
吹
上
幼
稚
園
（
吹
上
町
／
☎
31
‐
１
５
４
３
）

・
お
お
ひ
ら
ふ
じ
幼
稚
園
（
大
平
町
富
田
／
☎
43
‐
３
６
６
５
）

・
大
平
み
な
み
幼
稚
園
（
大
平
町
西
水
代
／
☎
43
‐
３
８
１
０
）

・
バ
ン
ビ
幼
稚
園
（
藤
岡
町
大
前
／
☎
62
‐
５
４
３
１
）

・
ふ
じ
お
か
幼
稚
園
（
藤
岡
町
藤
岡
／
☎
61
‐
１
１
５
２
）

・
つ
が
幼
稚
園
（
都
賀
町
家
中
／
☎
27
‐
７
１
５
５
）

　
【
公　

立
】

・
認
定
西
方
な
か
よ
し
こ
ど
も
園
（
西
方
町
本
郷
／
☎
92
‐
２
９
０
０
）

　
（
西
方
幼
稚
園
）
※
西
方
町
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
方
に
限
る
。

◇
問
合
先

 

こ
ど
も
課　

 

☎
21
‐
２
５
１
９

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐
１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐
０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐
１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐
０
３
１
２

平
成
25
年
度　

保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
申
込
み

◆
年
金
額
（
年
額
）

○
１
級
障
が
い  

98
万
３
千
１
０
０
円

○
２
級
障
が
い

  

78
万
６
千
５
０
０
円

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異

な
り
ま
す
。

◆
年
金
受
給
要
件

  

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち

保
険
料
の
未
納
が
３
分
の
１
以

上
あ
る
場
合
は
、
障
害
基
礎
年

金
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
必
ず
事
前
に
ご
相
談
を  

　

ご
相
談
の
際
に
は
、
初
診
日

と
通
院
歴
を
お
調
べ
の
う
え
、

年
金
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
初
診
日
が
厚
生
年
金
期
間

中
又
は
第
３
号
被
保
険
者
期
間

中
の
場
合
の
相
談
先
は
、
年
金

事
務
所
に
な
り
ま
す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

栃
木
年
金
事
務
所

 

☎
22
‐
４
１
３
４

　

狭
あ
い
道
路
は
日
常
生
活
を

送
る
う
え
で
、
交
通
や
安
全
の

問
題
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

緊
急
時
や
災
害
時
に
緊
急
車
両

の
乗
り
入
れ
が
で
き
な
い
な

ど
、
消
防
・
救
急
活
動
に
大
き

く
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
問

題
を
解
消
す

る
た
め
、
新
た

に
建
築
行
為

が
あ
る
際
、
狭
あ
い
道
路
の
後

退
用
地
を
市
に
寄
付
す
る
場
合

に
必
要
な
分
筆
測
量
費
又
は
塀

等
解
体
撤
去
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

◇
対
象
道
路

　

幅
員
４
㍍
未
満
の
市
道
又
は

法
定
外
公
共
物
で
、
建
築
基
準

法
第
42
条
第
２
項
の
規
定
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
た
道
路
（
道
路

種
別
は
、
お
手
数
で
す
が
本
庁

建
築
指
導
課
で
確
認
く
だ
さ

い
）。

◇
補
助
金
額　

　

○
分
筆
測
量
費
30
万
円
限
度

　

○
塀
等
解
体
撤
去
費
10
万
円

限
度

　

＊
そ
の
他
諸
条
件
あ
り
。

　

詳
細
は
問
合
先
へ

 

建
築
指
導
課 

☎
21
‐２
６
２
７

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て

             

ほ
め
る
こ
と

　

子
ど
も
を
ほ
め
る
こ
と

は
、
子
ど
も
の
や
る
気
を

高
め
た
り
、
子
ど
も
が
自

分
の
よ
さ
や
が
ん
ば
り
に

気
付
い
た
り
、
自
信
を
も
っ

た
り
す
る
上
で
大
切
な
こ

と
で
す
。
一
般
的
に
、
子

ど
も
を
ほ
め
て
育
て
る
こ

と
は
有
効
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
ほ
め
る
理

由
が
、
子
ど
も
が
親
に
と
っ

て
都
合
の
よ
い
こ
と
を
し

た
か
ら
と

か
、
親
の

言
っ
た
と

お
り
に
な
っ

て
い
る
か
ら

と
い
っ
た
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
ま
す
と
、
親
に

ほ
め
ら
れ
た
い
た
め
に
、

行
動
を
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

自
分
の
行
動
が
よ
い
か
ど

う
か
の
判
断
基
準
が
、
ほ

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
置

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

何
か
を
や
っ
て
も
、
ほ

め
ら
れ
る
と
い
う
見
返
り

が
な
い
と
、
や
る
気
が
失

わ
れ
た
り
傷
付
い
た
り
し

ま
す
。

　

親
と
し
て
、
子
ど
も
を

ど
の
よ
う
な
時
に
ほ
め
て

い
る
の
か
、
振
り
返
っ
て

み
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。 

生
涯
学
習
課　

☎
21
‐
２
７
３
１

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

狭
あ
い
道
路
拡
幅
を
助
成

児
童
手
当
の
現
況
届
は

　
　

お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
受
給

資
格
者
の
皆
様
へ
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栃
木
市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
、
住

民
票
の
写
し
等
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
時
に
、
事
前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
し
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
す
る
「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。　「登録型本人通知制度」のお知らせ

●
登
録
で
き
る
方

・
栃
木
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
（
い
た
）
方

・
栃
木
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

　

さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方

●
登
録
に
つ
い
て　

①
登
録
受
付
場
所
：
市
役
所
本
庁
１

階　

市
民
生
活
課

②
登
録
方
法
：「
本
人
通
知
制
度
事

前
登
録
申
込
書
」
に
ご
記
入
し
、
ご

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
申
込

み
が
で
き
ま
す
。

〈
本
人
が
登
録
す
る
場
合
〉

　

登
録
す
る
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
本
人
の
写

真
が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
等
）

〈
本
人
以
外
が
登
録
す
る
場
合
〉

①
法
定
代
理
人
の
場
合

　

法
定
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

は
、
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書

等
）
及
び
法
定
代
理
人
の
資
格
を
証

明
す
る
書
類

②
そ
の
他
の
代
理
人
の
場
合

　

法
定
代
理
人
以
外
の
代
理
人
が
登

録
す
る
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
等
本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
証

明
書
等
）
及
び
登
録
者
本
人
の
自
書

し
た
委
任
状

・
郵
送
に
よ
る
登
録
の
場
合

　

疾
病
や
他
の
市
区
町
村
に
居
住
し

て
い
る
等
や
む
を
得
な
い
理
由
の
場

合
は
、
郵
送
で
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
送
で
登
録
す
る
際
の
必

要
書
類
は
、
前
述
の
と
お
り
で
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
通
知
先
は
原

則
登
録
者
の
住
民
登
録
地
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
通
知
の
送
付
先
を
申
込
者
の
住
民

登
録
地
以
外
の
場
所
に
指
定
す
る
場

合
（
法
定
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

に
、
法
定
代
理
人
の
住
所
地
と
す
る

等
）
は
、
そ
の
理
由
及
び
送
付
先
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
。

③
登
録
期
間
：
３
年
（
引
き
続
き
登

録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
更
新
が
必

要
で
す
）

④
登
録
の
変
更
、
廃
止
：
登
録
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
又
は
、
登
録

を
廃
止
す
る
場
合
は
、「
本
人
通
知

制
度
事
前
登
録
（
変
更
・
廃
止
）
届

出
書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
変
更

又
は
廃
止
の
際
の
必
要
書
類
は
、
登

録
時
の
必
要
書
類
と
同
様
と
な
り
ま

す
。

《
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書
》

　

・
住
民
票
の
写
し
（
消
除
さ
れ
た

　
　

も
の
を
含
む
）

　

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（
消

　
　

除
さ
れ
た
も
の
を
含
む
）

　

・
戸
籍
の
附
票
（
消
除
さ
れ
た
も

　
　

の
を
含
む
）

　

・
戸
籍
謄
本
、
抄
本

　

・
除
籍
謄
本
、
抄
本

　

・
改
製
原
戸
籍
謄
本
、
抄
本

　

・
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
（
除
か

　
　

れ
た
も
の
を
含
む
）

《
本
人
に
通
知
さ
れ
る
内
容
》　

　

・
交
付
し
た
住
民
票
の
写
し
等
の  

　
　

交
付
年
月
日

　

・
交
付
し
た
住
民
票
の
写
し
等
の

　
　

種
別
及
び
通
数

　

・
交
付
し
た
住
民
票
の
写
し
等
の
交

　
　

付
請
求
者
の
種
別
（
代
理
人
又

　
　

は
第
三
者
の
別
）

　

※
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等
を
取
得

　
　

し
た
第
三
者
の
情
報
は
通
知
さ

　
　

れ
ま
せ
ん
。

　

※
な
お
、
本
通
知
に
記
載
さ
れ
た

　
　

内
容
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

　
　

栃
木
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

　
　

規
定
に
基
づ
き
、
本
人
よ
り
開

　
　

示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

　
　

す
。
た
だ
し
、
開
示
請
求
が
認

　
　

め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

　
　

栃
木
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第

　
　

15
条
の
規
定
に
よ
り
一
部
の
情

　
　

報
が
非
開
示
に
な
る
場
合
が
あ

　
　

り
ま
す
。

《
通
知
の
対
象
と
な
ら
な
い
交
付
請
求
》

　

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

　
　

関
か
ら
の
請
求

　

・
弁
護
士
・
司
法
書
士
等
の
特
定

　
　

事
務
受
任
者
が
、
裁
判
、
訴
訟

　
　

手
続
き
や
紛
争
処
理
手
続
き
等

　
　

に
つ
い
て
の
代
理
業
務
等
に
使

　
　

用
す
る
た
め
の
請
求

　

・
住
民
票
関
係
に
つ
い
て
は
、
本

　
　

人
及
び
本
人
の
同
一
世
帯
の
方

　
　

が
請
求
し
た
場
合
。
戸
籍
関
係

　
　

に
つ
い
て
は
、
本
人
及
び
そ
の

　
　

配
偶
者
、
直
系
尊
属
（
父
母
、

　
　

祖
父
母
等
）、
直
系
卑
属
（
子
、

　
　

孫
等
）
が
請
求
し
た
場
合
。

《
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

備
え
先
》

　

・
本
庁　

市
民
生
活
課

　

・
各
総
合
支
所　

生
活
環
境
課

　

・
栃
木
地
域
各
公
民
館

　

・
部
屋
出
張
所
、
真
名
子
出
張
所

　

・
厚
生
セ
ン
タ
ー

　

・
隣
保
館

　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

 

市
民
生
活
課  　

☎
21
‐
２
１
７
３

　住民票などの不正請求や不正取得を防止

Ｔ
ＳＵ
ＧＡ盆　

２
０
１
２

   

８
月
11
日
（
土
）
17
時
か
ら
21
時
15
分

都
賀
市
民
運
動
場

　

つ
が
市
民
盆
踊
り
大

会
、
通
称
『
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

盆
』
を
今
年
も
開
催
い
た

し
ま
す
。
８
月
11
日
は
、

ご
家
族
み
ん
な
で
『
栃
木

音
頭
』を
踊
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
で
は

約
１
３
０
０
発
の
花
火
が

夜
空
を
彩
り
ま
す
。『
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
盆
』
で
夏
を
満

喫
し
ま
し
ょ
う
！

　

つ
が
市
民
盆
踊
り
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
（
都

賀
公
民
館
内
）　　
　
　

　
　
　

☎
27
‐
５
０
５
０

間
） 　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

・
90
歳
（
大
正
11
年
４
月
１
日

か
ら
大
正
12
年
３
月
31
日
の

間
）　 　
　
　
　
　
　

２
万
円

・
95
歳
（
大
正
６
年
４
月
１
日

か
ら
大
正
７
年
３
月
31
日
の

間
）　　

 　
　
　
　
　

３
万
円

・
１
０
０
歳
（
明
治
45
年
４
月

１
日
か
ら
大
正
２
年
３
月
31
日

の
間
）　 　
　
　
　
　

10
万
円

・
１
０
１
歳
以
上
（
明
治
45
年

３
月
31
日
以
前
） 　
　

５
万
円

◆
支
給
期
間

　

９
月
中
に
、
対
象
者
宅
へ
民

生
委
員
が
随
時
訪
問
し
（
施
設

等
入
所
者
に
は
職
員
が
支
給
）

直
接
お
渡
し
し
ま
す
。

 

高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
２
２       

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
０

   

◆
お
詫
び
と
訂
正

広
報
と
ち
ぎ
７
月
号
に
折
込
ん

だ
チ
ラ
シ
「
戦
争
体
験
を
聞
く

会
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
回
の
講
師　

関
谷
啓
三
氏

の
テ
ー
マ
「
急
変
の
赤
紙
一
枚

の
人
生
」
は
「
急
変
し
た
赤
紙

一
枚
の
人
生
」
で
し
た
。　

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
高
齢
者
の
長
寿
を
祝

福
し
、
敬
老
祝
金
を
支
給
い
た

し
ま
す
。

◆
対
象
者
及
び
支
給
金
額

　

９
月
１
日
時
点
で
、
ご
存
命

で
あ
り
、
栃
木
市
に
１
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方
で
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方

･

85
歳
（
昭
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
昭
和
３
年
３
月
31
日
の

敬
老
祝
金
の
支
給
に
つ
い
て

（
雨
天
延
期
の
場
合
は
12
日
）

栃
木
音
頭
を
踊
ろ
う
！

　

栃
木
市
で
は
、
か
つ
て
栃

木
に
滞
在
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
浮
世
絵
師
・
喜
多
川
歌

麿
の
肉
筆
画
大
作
「
深
川
の

雪
」・「
品
川
の
月
」・「
吉
原

の
花
」（
雪
月
花
）
三
幅
を
再

び
栃
木
市
に
展
示
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
三
作
品
の

う
ち
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
で

所
蔵
し
て
い
る
「
月
」・「
花
」

に
つ
い
て
、
高
精
細
複
製
画

の
製
作
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
複
製
画
が
完
成
す

る
の
を
記
念
し
て
、「
月
」
を

所
蔵
す
る
フ
リ
ー
ア
美
術
館

の
日
本
美
術
統
括
責
任
者
で

あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ユ
ー
ラ
ッ

ク
氏
と
歌
麿
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

り
、
市
特
別
顧
問
の
浅
野
秀し
ゅ
う
ご
う剛
大
和

文
華
館
長
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど

マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
田
五
郎

氏
を
お
招
き
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
、
市
が

所
蔵
す
る
歌
麿
の
肉
筆
画
「
鍾
馗
図
」

と
「
三
福
神
の
相
撲
図
」、
歌
麿
が
挿

絵
を
手
掛
け
た
狂
歌
絵
本
『
春
の
色
』

等
を
特
別
に
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

◆
問
合
先 

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
４
２
６

◆高精細複製画「品川の月」除幕
◆講　　演　講師　ジェームス・ユーラック氏（フリー
ア美術館日本美術統括責任者）、浅野秀剛氏（大和文
華館長・栃木市特別顧問）、山田五郎氏（タレント）
◆対　　談　ジェームス・ユーラック氏、浅野秀剛氏
◆募集定員　1,000 名（申込先着順）
◆参 加 費　無料
◆申 込 先　10 月５日（金）（必着）までに、往復ハ
ガキ・FAX・メールいずれかに「喜多川歌麿シンポジ
ウム参加希望」と明記のうえ、氏名（ふりがな）、郵
便番号、住所、電話番号、参加希望者名（１回の申込
みにつき２名まで）を記入して、  文化課（〒 328
‐8686栃木市入舟町７‐26／FAX 23‐7059／メー
ル　bunka03@city.tochigi.lg.jp）までお申し込みくだ
さい。

喜多川歌麿

完成記念シンポジウム
10 月 14 日（日）13:30 ～ 16:00 ごろ

栃木文化会館大ホール

  「品川の月」高精細複製画

Freer Gallery of Art, Smithsonian Institution, Washington, DC:
Gift of Charles Lang Freer, F1903.54.
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現
在
交
付
し
て
お
り
ま
す

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
は
、
７
月
31
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
８
月
31
日
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
新
規
に
ご
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
随
時
申
請
を

受
付
け
し
て
い
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

◆
対
象　

70
歳
未
満
で
国
民
健

康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
、
住

民
税
課
税
世
帯

「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」

　

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

◆
対
象
①
70
歳
未
満
で
国
民
健

康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
②
70
歳
以
上

の
住
民
税
非
課
税
世
帯

◆
共
通
事
項

　

認
定
証
を
病
院
に
提
示
す
る

と
、
同
じ
診
療
月
の
一
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま

す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
限
度
額

　

適
用
認
定
証
、
ま
た
は
限
度

　

額
適
用

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　
『
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」（
70
歳
以
上
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方
に
交
付
）
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
の
で
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
割
負
担
の
方
（
課

税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の
方

お
よ
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

方
）
で
も
、
平
成
23
年
中
の
収

入
に
よ
っ
て
は
１
割
負
担
に
変

更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
高
齢
者
単
身
の
世
帯　

　

収
入
合
計
３
８
３
万
円
未
満

②
高
齢
者
複
数
の
世
帯

　

収
入
合
計
５
２
０
万
円
未
満

　

該
当
す
る
方
は
、
収
入
額
を

確
認
で
き
る
書
類

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証・
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　東北地方太平洋沖地震にあたたかい
　　　　　　お見舞をありがとうございました

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

〈
予
防
接
種
の
種
類
〉

● 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　

 （
２
期
・
３
期
・
４
期
）

● 

二
種
混
合
予
防
接
種

〈
定
期
予
防
接
種
と
は
〉

　

 

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種

は
、
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

〈
予
防
接
種
ご
と
の
対
象
者
〉

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
２
期
）　　

　

年
長
児

　

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
３
期
）　

　

中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
４
期
）　

　

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

・
二
種
混
合

　

小
学
校
６
年
生

　

平
成
12
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
平
成

　

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

　

★
対
象
者
へ
は
、
平
成
24
年
４
月
に

通
知
書
と
予
診
票
を
、
個
別
郵
送
を
し

て
お
り
ま
す
。

〈
上
記
対
象
者
の
接
種
期
限
と
接
種
費

用
〉

　
【
接
種
期
限
】　

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
〈
期
限
内

は
無
料
（
全
額
公
費
負
担
）〉

　

上
記
対
象
者
が
、
平
成
25
年
４
月
以

降
の
接
種
と
な
っ
た
場
合
は
、
任
意
接

種
と
な
り
有
料
に
な
り
ま
す
。

〈
受
け
方
〉

　
【
接
種
場
所
】

　

市
内
協
力
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

　

※
各
自
事
前
予
約
が
必
要

　
【
持
ち
も
の
】　

　

・
母
子
健
康
手
帳　

　

・
予
診
票

　
　
（
必
要
部
分
を
記
入
し
た
上
で
）

〈
そ
の
他
〉

　
【
市
外
の
医
療
機
関
に
て
接
種
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
】

　

何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医
療
機
関

に
て
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
依

頼
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
最
寄
の
問
合
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

※
上
記
以
外
の
予
防
接
種
に
関
す
る

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
様
に
問

合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問合先
　  健康増進課 ☎ 25‐3511　  健康福祉課 ☎ 45‐1788　  健康福祉課 ☎ 62‐0904
　  健康福祉課 ☎ 29‐1103　  健康福祉課 ☎ 92‐0311

　
　

人
形
劇
グ
ル
ー
プ
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

　６月６日、県消防学校（宇都宮市）にて開催さ
れた「第３８回栃木県消防救助技術大会」のほ
ふく救出の部において、市消防署の高木・佐山・
出井チームが 40.94 秒の好タイムで見事優勝し、
８月７日に東京都で開催される「第 41 回全国消
防救助技術大会」に出場することになりました。
　ほふく救出は、要救助者を含む３人１組で、空
気呼吸器を着装した隊員１名にもう１名の隊員が
確保ロープを結着した後、８メートルの煙道を検
索して要救助者を屋外に救出、２人で協力し要救
助者を搬送するまでの安全確実性と所要時間を競
う競技です。

消防救助大会で優勝
市消防署の高木・佐山・出井チーム

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に

資
す
る
た
め
、
積
極
的
に
読
書
活

動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
活
動
を

し
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
人

形
劇
グ
ル
ー
プ「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

が
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
は
、
本
市

藤
岡
図
書
館
を
拠
点
と
し
て
平
成

５
年
か
ら
人
形
劇
を
中
心
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
７

名
の
団
体
で
す
。
藤
岡
地
域
の
保

育
園
・
幼
稚
園
を
は
じ
め
小
学
校

な
ど
で
、
年
30
回
以
上
も
の
ペ
ー

ス
で
手
づ
く
り
の
人
形
を
使
っ
た

劇
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
23
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
岡
図
書
館 

☎
62
‐
４
８
８
９

受賞された「コロポックル」の皆さん

優
勝
し
た
市
消
防
署
チ
ー
ム

国
民
年
金
保
険
認
定
証
の
更
新

国
民
年
金
保
険

高
齢
受
給
者
証
更
新

　東北地方太平洋沖地震に対し、市では平成
23 年３月 15 日から災害義援金を受け付けて
います。
　お陰様で市民の皆さんから、心温まる義
援 金 が 寄 せ ら れ、5 月 31 日 現 在、 総 額 は
83,824,388 円になりました。
　市民の皆さんのご協力に心よりお礼申し上げ
ます。お寄せいただいた義援金は、日本赤十字
社を通じて被災地に送らせていただきます。
　募金をお寄せいただきました方々は、次のと
おりです。
　なお、領収書を発行された方など、お名前の
分かる方のみ記載させて頂きます。ご了承くだ
さい。

　　　（順不同、敬称略）
　宇大農化 第 27 回卒同窓生一同／イオン栃
木店／藤岡よかん兵衛会／富山村国民学校昭和
21 年度卒業生同窓会／栃木市農村生活研究グ
ループ協議会

 社会福祉課　☎ 21 ‐ 2502

～栃木市健康増進課よりお知らせ～
健康増進計画策定のため、『生活習慣等に関する
アンケート調査』を実施します。
無作為に抽出しました 6,000 名の方へ、
8 月にアンケートを発送します。お手元に届いた
場合は、ご協力をよろしくお願いします。

健康増進課健康づくり担当 ☎ 25‐3512
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

8/9（木）・24（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／本 市民生活課　
☎ 21‐2144

9/20（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

8/21（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 8/9（木）・24（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談 ( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

8/9（木）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

8/14（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／大 生活環境課　　　 
☎ 43‐9211

8/28（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／本 市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 8/25（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 8/18（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

8/21（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

8/20（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／西 生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進課
☎ 24‐2444　 ☎ 43‐6611・0120‐
46‐7830

8/8（水）
10:00 ～ 12:00

部屋地区公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

8/20（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話 ( 土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX)

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／本 こども課
☎ 21‐2513

本 ＝本庁舎
大 ＝大平総合支所
藤 ＝藤岡総合支所

都 ＝都賀総合支所
西 ＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

募　
　
　

集

ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
（

 

都
市
整
備
課
に
あ
り
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で

 

都
市
整
備
課
（
〒
３
２
８

‐
８
６
８
６
入
舟
町
７
‐
26
／

☎
21
‐
２
２
４
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
21

‐
２
２
３
９
）
へ
。

▽
日
時　

８
月
３
日
（
金
）
10

時
～
12
時

▽
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

▽
内
容　

家
庭
に
あ
る
厚
紙
カ

レ
ン
ダ
ー
を
利
用
し
た
鍋
敷
き

作
り

▽
対
象　

小
学
生
以
上
※
た
だ

し
小
学
生
以
下
で
も
大
人
同
伴

な
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
定
員　

30
人

▽
参
加
費　

１
０
０
円

▽
持
ち
物　

は
さ
み

▽
申
込
・
問
合
先　

７
月
23
日

（
月
）
～
８
月
１
日
（
水
）

 

市
民
生
活
課
（
市
民
相
談

室
内
／
☎
21
‐
２
１
４
５
）

▽
日
時　

９
月
８
日
（
土
）・

９
日
（
日
）
９
時
～
12
時
30
分

▽
場
所　

栃
木
市
消
防
本
部
３

階
会
議
室
（
平
柳
町
１
丁
目
）

▽
対
象　

中
学
生
以
上

▽
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼
吸
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
・
異
物
除
去
・
止
血
法
）

▽
定
員　

各
日
20
人

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
み　

８
月
６
日
（
月
）

～
８
月
16
日
（
木
）
８
時
30
分

～
20
時
に
直
接
、
市
消
防
署
又

は
各
分
署
へ
※
電
話
で
の
申
込

み
は
不
可
。

▽
問
合
先　

市
消
防
署
救
急
係

（
☎
22
‐
０
１
１
９
／
音
声
案

内
の
後
５
を
押
す
）
又
は
各
分

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
）

に
お
い
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
老
人
保
健
福
祉
施
設

等
を
整
備
す
る
事
業
者
の
選
定

を
行
う
「
老
人
保
健
福
祉
施
設

等
に
係
る
法
人
審
査
委
員
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以

上
の
方
で
、
地
域
福
祉
に
興
味

の
あ
る
方
（
公
務
員
・
行
政
委

員
等
公
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方

お
よ
び
整
備
予
定
事
業
者
と
関

係
の
あ
る
方
は
除
く
）

▽
定
員　

２
人

▽
募
集
期
限　

８
月
20
日（
月
）

▽
申
込
・
問
合
先　

氏
名
、
性

別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、応
募
の
動
機
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
応
募
。
な
お
、
様
式

は
任
意
で
す
。

 

介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

☎
21
‐
２
５
３
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
21

‐
２
５
０
５
／
メ
ー
ル

kaigo@
city.tochigi.lg.jp

　

栃
木
駅
、
新
栃
木
駅
周
辺
地

区
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る

栃
木
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
の
策
定
に
あ
た
り
、
検
討
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

２
人
以
内

▽
任
期　

委
嘱
日
か
ら
平
成
25

年
3
月
末

▽
対
象　

市
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
の
方

▽
内
容　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
に
つ
い
て
の
検
討

▽
報
酬　

な
し

▽
申
込
み　

8
月
15
日
（
水
）

「
老
人
保
健
福
祉
施
設
等
に
係
る 

法
人
審
査
委
員
会
」
委
員
募
集         

署
へ

　

平
成
25
年
３
・
４
月
に
入
隊

す
る
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま

す
。

○
航
空
学
生

▽
資
格　

高
卒
（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
方

▽
日
時　

１
次
試
験
９
月
22
日

（
土
）

○
一
般
曹
候
補
生

▽
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
方

▽
日
時　

１
次
試
験
９
月
17
日

（
月
）

○
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

▽
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
方

▽
日
時　

１
次
試
験
９
月
下
旬

（
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

☆
共
通
事
項

※
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在

▽
受
付
期
間　

８
月
１
日（
水
）

～
９
月
７
日
（
金
）

▽
申
込
・
問
合
先　

消
防
防
災

課
☎
21
‐
２
７
０
３
、
自
衛
隊

小
山
地
域
事
務
所
☎
０
２
８
５

‐
25
‐
４
７
６
３

▽
日
時　

９
月
14
日
（
金
）
９

時
30
分
～
12
時
30
分
（
給
油
取

扱
所
講
習
）、　

13
時
30
分
～
16

時
30
分
（
一
般
（
そ
の
他
）
講

習
）　

▽
場
所　

栃
木
市
惣
社
町
２
２

８
―
１　

国
府
公
民
館

▽
対
象　

危
険
物
の
製
造
所
、

貯
蔵
所
ま
た
は
取
扱
所
に
お
い

て
、
現
に
危
険
物
の
取
扱
い
作

業
を
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

▽
定
員　

各
90
人
（
先
着
順
）

▽
費
用　

４
７
０
０
円　
（
栃

木
県
収
入
証
紙
）

▽
申
込
み　

８
月
27
日
（
月
）

～
９
月
３
日
（
月
）
消
防
本
部

予
防
課
☎
22
‐
０
１
１
９
／

（
社
）
栃
木
県
危
険
物
保
安
協

会
連
合
会
☎
０
２
８
‐
６
２
２

‐
０
４
３
８

☆
市
営
住
宅

○
城
内
第
２
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
２
戸
（
う
ち
１
戸
は
、

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
い
る

　

世
帯
の
申
込
住
戸
）

○
城
内
南
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
川
原
田
西
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅　

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
平
柳
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）

　

申
込
み
は
所
得
月
額
48
万
７

千
円
ま
で
の
方
。

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

３
Ｄ
Ｋ
（
70
・
23
平
方
㍍
）

３
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
・
45
平
方
㍍
）

３
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

３
Ｄ
Ｋ
（
73
・
77
平
方
㍍
）

10
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金（
月

２
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か
り

ま
す
。

☆
共
通
事
項

▽
申
込
期
間　

８
月
６
日（
月
）

～
10
日
（
金
）

▽
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

▽
入
居
日　

９
月
１
日
（
土
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

くらしの窓

　
花
火
は
楽
し
い

反
面
、
火
や
火
薬

を
用
い
る
た
め
危

険
が
伴
い
ま
す
。

取
り
扱
い
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

　

事
故
に
遭
う
の
は
10
歳
未

満
の
子
供
が
多
く
、
と
く
に

５
歳
以
下
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
年
代
で
も
や
け
ど

が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
ん
な
事
故
が
お
き
て
い

ま
す
。

○
手
持
ち
花
火

　

手
持
ち
花
火
を
し
て
い
た

花
火
の
事
故

と
こ
ろ
爆
発
し
、
近
く
に
い

た
子
供
が
手
、
首
、
足
に
や

け
ど
を
負
っ
た
。

○
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

　

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
地
面
に

差
し
込
み
打
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
頭
部
だ
け

が
飛
ん
で
子
供
の
目
に
突

撃
。
医
師
か
ら
失
明
の
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
花
火
は
、
も
と
も
と
危
険

性
を
伴
う
遊
び
だ
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
本

体
に
記
載
さ
れ
て
い
る
注
意

事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
点
火
に
は
ロ
ー
ソ
ク
や
線

香
を
用
い
る
。

・
水
を
張
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用

意
す
る
。

・
打
ち
上
げ
花
火
を
絶
対
に

覗
き
込
ん
で
は
い
け
な
い
。

・
変
形
し
て
い
る
も
の
は
異

常
燃
焼
な
ど
の
危
険
が
あ
る

の
で
使
用
し
な
い
。

・
小
さ
な
お
子
様
は
必
ず
親

な
ど
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。
大
人
は
子
供
の
行
動
を

監
視
し
、
火
を
使
う
こ
と
の

危
険
性
を
し
っ
か
り
教
え
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
に

よ
る
着
衣
着
火
の
事
故
も
あ

り
ま
す
。
浴
衣
や
長
い
ス

カ
ー
ト
な
ど
を
着
て
い
る
と

き
は
、
袖
や
裾
に
火
が
触
れ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町
☎
23
‐
８
８
９
９
）

栃
木
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

検
討
協
議
会
公
募
委
員
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
講
座
参
加
者
募
集

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

入
居
者
募
集
情
報
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催
し
物

Sports 時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容　費＝費用　定＝定員
申＝申込・問合先　詳細は各団体等にお問い合わせください。

第 30 回市民水泳大会参加者募集
時９月２日（日）９時 30 分～※受付は８時 30 分～
場 市総合運動公園プール
対 市内在住在勤者、市内スポーツクラブ所属者
内 種目：自由形、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ／（各
25m、50m、100m）、 個 人 メ ド レ ー（100m、
200m）※１人２種目まで。種目は年齢区分により
異なる。
区分：小学生（低／中／高学年）、中学生、高校生・
大学生、一般（30 歳以下／ 31 ～ 50 歳／ 51 歳以上）
費１種目 500 円（申込時に納入）　
申８月 18 日（土）までに所定の申込用紙により参
加費を添えてサンプラザフィットネスクラブウイン
ズ栃木☎ 23－5712 ／イオンスポーツクラブ☎ 24
‐7889 ／ペアーレトチギ☎ 25‐2255 ／未来水泳
教室☎ 20‐0774 のいずれかへ申込み。
※問合せのみの場合スポーツ振興課☎ 25‐0930

第３回栃木市民ゴルフ大会参加者募集
時９月 16 日（日）７時 35 分スタート※雨天決行
場都賀カンツリー倶楽部
対市内在住・在勤者 260 人
内競技方法：ぺリア、ダブルパー、上限 36 打
費プレー費 9,500 円（セルフ／昼食付／パーティー
費込）※キャディー付は 11,500 円、参加費 2,000
円
申８月 10 日（金）～ 31（金）まで（先着順）
※下記に問合せしてから申込みをしてください。
栃木地域（サンランド栃木☎ 24‐3331）／大平地
域☎ 43‐9225 ／藤岡地域（横山☎ 62‐5748）
／都賀地域（三室☎ 92‐7347）／西方地域（栗山
☎ 92‐7811）
※問合せのみの場合、スポーツ振興課☎ 25‐0930

第５回ミックスソフトテニス大会参加者募集
時９月８日（土）９時集合※予備日９月 15 日（土）
場 市総合運動公園庭球場
対 18 歳以上の市内在勤・在住者、栃木市ソフト連

盟登録者
内試合方法：男女ミックスダブルス※当日、抽選で
ペアを決定
費１人 1,000 円（当日会場で納入）
申８月 31 日（金）まで市ソフトテニス連盟（戸井
田☎ 090‐1615 ‐ 8749 ／ FAX31‐0629）
※問合せのみの場合スポーツ振興課☎ 25‐0930

太極拳初心者教室参加者募集
時９月７日～ 10 月５日の毎週金曜日（全５回）10
時～ 11 時 30 分※体育館シューズ、動きやすい服
装
場 市総合体育館剣道場
定 30 人
費１人 1,000 円（傷害保険、教材費込）※当日会
場で納入
申８月 31 日（金）までにスポーツ振興課☎ 25‐
0930
※問合せのみの場合、栃木市太極拳協会（平野☎
23‐1237）　

　
明
る
い
選
挙　

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

本
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
栃
木
県
知
事

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
方
は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

（
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
で
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

　

①
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
が
い
、

　
　

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
で
１
級

　
　

ま
た
は
２
級
の
方

　

②
心
臓
・
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

　
　

う
も
し
く
は
直
腸
ま
た
は
小
腸
の
障

　
　

が
い
で
１
級
ま
た
は
３
級
の
方

　

③
免
疫
ま
た
は
肝
臓
の
障
が
い
で
１
級

　
　

か
ら
３
級
の
方

（
２
）
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
で
、
次
の
①
～
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

　

①
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
が
い
で

　
　

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
あ
る

　
　

方

　

②
心
臓
・
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

　
　

う
も
し
く
は
直
腸
、
小
腸
ま
た
は

　
　

肝
臓
の
障
が
い
で
特
別
項
症
か
ら

　
　

第
３
項
症
ま
で
あ
る
方

（
３
）
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
者
で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

ま
た
、前
記
に
該
当
す
る
方
で
上
肢
・

視
覚
の
障
が
い
程
度
が
１
級
の
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
に
届
け
出
た
方
（
選
挙
権
を
有
す

る
方
）
を
代
理
人
と
し
て
投
票
に
関
す

る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

申
請
等
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
21
‐
２
６
３
１

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）
９

時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

か
か
し
の
里
（
大
平

町
西
山
田
）

◆
内
容　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
パ
ー
テ
ィ
ー

と
ぶ
ど
う
狩
り

◆
対
象　

25
歳
～
45
歳
独
身
勤

労
者
男
女
各
20
人　

◆
費
用　

男
性
６
千
円
、
女
性

３
千
円

◆
問
合
先　

８
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
栃
木
市
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

◆
日
時　

８
月
７
日
（
火
）
13

時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

大
平
隣
保
館

◆
対
象　

幼
児
・
小
学
生

～
恋
の
季
節
も
実
り
の
秋
～

ふ
れ
あ
い
Ｂ
Ｂ
Ｑ

夏
休
み
子
ど
も
お
楽
し
み
劇
場

◆
内
容　

み
ん
な
で
シ
ャ
ボ
ン

玉
を
楽
し
も
う
。
映
画
「
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｍ
（
ア
ト
ム
）」
上
映

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
先　

大
平
隣
保
館
☎
43

‐
６
６
１
１

◆
日
時　

８
月
３
日
（
金
）
９

時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　

大
平
隣
保
館

◆
対
象　

市
内
在
住
小
学
生
の

親
子
先
着
10
組

◆
内
容　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ

グ
の
作
成
※
見
本
は
大
平
隣
保

館
窓
口
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

◆
持
ち
物　

木
工
用
ボ
ン
ド
、

は
さ
み
、
洗
濯
ば
さ
み
（
１
作

品
30
個
程
度
）　

◆
費
用　

１
作
品
３
０
０
円
程

度◆
申
込
・
問
合
先　

７
月
20
日

（
金
）
～
大
平
隣
保
館
☎
43
‐

６
６
１
１

◆
日
時　

８
月
20
日
（
月
）
９

時
～
12
時

◆
場
所　

都
賀
公
民
館
（
集
合

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

～
親
子
で
行
こ
う
～

お
り
が
み
工
場
見
学
会

場
所
）

◆
対
象　

栃
木
市
在
住
の
小
学

１
年
生
～
３
年
生
ま
で
の
親
子

先
着
20
組

◆
内
容　

折
り
紙
工
場
「
東
洋

紙
業
」
を
見
学
、
折
り
紙
を

使
っ
た
工
作
と
親
学
習
を
行
い

ま
す
。

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

８
月
６
日

（
月
）
～
都
賀
公
民
館
☎
27 

‐

５
０
５
０

◆
日
時　

９
月
２
日
（
日
）
７

時
～
17
時
30
分

◆
場
所　

茶
臼
岳
（
那
須
町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方
70
人

◆
内
容　

栃
木
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
皆
さ
ん
の
案
内
の

下
、
頂
上
の
周
り
を
一
周
す
る

コ
ー
ス
で
す
。

バ
ス
乗
車
場
所
①
藤
岡
公
民
館

第
一
駐
車
場
７
時
出
発
②
栃
木

駅
前
交
番
南
側
敷
地
（
駐
車
台

数
20
台
）
７
時
45
分
頃
出
発
予

定※
②
は
台
数
が
少
な
い
の
で
、

で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
や
家

第
48
回
茶
臼
岳
市
民　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

族
の
送
迎
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
費
用　

３
５
０
０
円
（
申
込

時
納
入
）
※
つ
り
銭
の
な
い
よ

う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先　

参
加
費
用

を
添
え
て
８
月
１
日
（
水
）
～

８
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
／
市
総
合
体
育

館
☎
25
‐
０
９
３
０
、
大
平
教

育
支
所
／
大
平
公
民
館
☎
43
―

９
２
２
５
、
藤
岡
教
育
支
所
／

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
☎
62
‐
１
３
０
１
、
都
賀

教
育
支
所
／
都
賀
公
民
館
☎
27

‐
５
０
５
１
、
西
方
教
育
支
所

／
西
方
総
合
文
化
体
育
館
☎
92

‐
０
８
６
６
の
い
ず
れ
か
へ
申

込
み
。

※
問
合
せ
は
藤
岡
教
育
支
所
／

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
☎
62
‐
１
３
０
１
へ
。
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栃
木
市
出
身
で
、「
小
惑
星
探

査
機
は
や
ぶ
さ
２
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
と
し
て
宇
宙
開

発
に
携
わ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
吉
川
真
准

教
授
の
講
演
会
『
宇
宙
科
学
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
』
を
８
月
５
日
、
栃
木
文
化
会

館
で
行
い
ま
す
。
吉
川
さ
ん
の
こ

れ
ま
で
の
研
究
活
動
と
、
は
や
ぶ

さ
２
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
、

そ
の
科
学
的
意
義
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
現
状
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
は
や
ぶ
さ
に
関
す
る
レ

プ
リ
カ
の
展
示
（
４
、５
日
）
や

吉
川
さ
ん
が
制
作
に
携
わ
っ
た

「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
」
が

出
発
か
ら
苦
難
を
乗
り
越
え
て
地

球
に
帰
還
す
る
ま
で
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ

Ｕ
Ｓ
Ａ 　

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｔ
Ｏ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ 　

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
～
帰
還

バ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
上
映
会
（
５
日

午
前
10
時
30
分
～
）も
行
い
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
に
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
〈
主
催
〉　　

栃
木
市
・
栃
木
市
教
育
委
員
会

　
〈
共
催
〉

科
学
す
る
心
を
育
む
推
進
事
業
実

行
委
員
会

　
〈
期
日
〉

講
演

８
月
５
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
開
場　

午
後
１
時
か
ら
）

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

展
示

８
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

上
映
会

８
月
５
日
（
日
）　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
20
分

　
　
（
午
後
１
時
以
降
繰
り
返
し
）

　
〈
会
場
〉

講
演
：
栃
木
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

展
示
：
栃
木
文
化
会
館
展
示
室

上
映
会
：
栃
木
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（
２
回
目
以
降
は
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）

　
〈
内
容
〉

講
演　

テ
ー
マ

　
「
栃
木
で
見
上
げ
た
宇そ

ら宙
へ
！

は
や
ぶ
さ
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ　

吉
川
真
先
生
の
新
た

な
挑
戦
」

　
　
　
（
講
演
80
分
・
質
疑
20
分
）

　
〈
講
師
〉

吉
川　

真
氏

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構　

宇
宙
科
学
研
究
所
准
教
授

は
や
ぶ
さ
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
）

　

講
演
会
開
催
中
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
幼

児
（
３
～
６
歳
児
）
の
託
児
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、乳
児
（
～
３
歳
児
）
は
、

大
ホ
ー
ル
母
子
室
で
保
護
者
と
一

緒
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

受
入
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

◆　
　
　
　
　
　
　

◆
　

問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

☎
21
‐
２
７
３
２

吉川真氏プロフィール
　宇宙航空研究開発機構、宇宙科学研
究所、准教授。理学博士。「はやぶさ
２」プロジェクトマネージャ。「はや
ぶさ」プロジェクトサイエンティスト。

（現在はプロジェクトマネージャを兼
務）1962 年、栃木県栃木市生まれ。
栃木第一小学校、栃木西中学校、栃木
高校と地元の学校を卒業し、東京大学
理学部天文学科卒業。同大学院修了。
日本学術振興会の特別研究員を経て、
1991 年からは郵政省通信総合研究所
に勤務。1996 年にはフランスのニー
ス天文台に 1 年間派遣。1998 年に文
部省宇宙科学研究所に異動。2003 年
10 月からは、組織の統合により現在
に至る。専門は天体力学。小惑星探査
や天体の地球衝突問題（スペースガー
ド）について研究を進めている。

　　吉川 真氏　　講演会
（栃木市出身）

８月５日（日）　栃木文化会館大ホール

栃木で
宇
そ ら

宙へ
「はやぶさ２」プロジェクトマネージャ

生涯学習講座
　

生
涯
学
習
講
座
、
発
見

の
森
セ
ミ
ナ
ー
「
音
楽
っ

て
素
敵
♪
」を
９
月
23
日
、

11
月
４
日
、
２
０
１
３
年

１
月
20
日
、３
月
10
日（
い

ず
れ
も
日
曜
日
）の
４
回
、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
50

分
、
栃
木
南
中
学
校
第
２

音
楽
室
を
会
場
に
開
催
し

ま
す
。

　

同
講
座
は
、
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
、
ピ
ア
ノ

を
使
っ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
中
心
に「
音
」や「
音

楽
」
を
楽
し
み
、
感
じ
、

そ
の
魅
力
を
十
分
に
味
わ

う
こ
と
が
目
的
で
す
。
最

終
回
の
３
月
10
日
は
、
栃

木
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

実
施
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
や

会
場
（
空
間
）
の
違
い
で

「
音
」
は
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
の
か
体
感
し
て
く

だ
さ
い
。

　

市
内
外
を
問
わ
ず
、
参

加
は
自
由
で
、
定
員
は
25

人
（
先
着
順
）。
参
加
費

２
０
０
０
円
。
申
し
込
み

は
市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
へ
電
話
、
も

し
く
は
直
接
。
申
し
込
み

受
け
付
け
は
８
月
７
日
か

ら
。

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ

せ
は
同
課
☎
21
‐
２
７
０

５
・
２
７
０
６
。

※
電
話
受
付
の
後
、
窓
口

で
申
込
書
の
記
入
と
受
講

料
の
納
付
を
し
て
く
だ
さ

い
。

宇
宙
科
学
を

　

間
近
で
体
験

© JAXA

見上 たげ

宇宙科学のスペシャルサイエンススクール

！

ピ
ア
ノ
と
と
も
に

音  

楽
し
む
、
親
し
む

す
べ
て
入
場
無
料

　ドキュメンタリー映画「Ｈ
　ＡＹＡＢＵＳＡ 　ＢＡＣＫ
　ＴＯ　ＴＨＥ 　ＥＡＲＴＨ
　～帰還バージョン」

　

栃
木
農
業
高
等
学
校
で
９
月

15
日
に
行
う
「

サ
イ
エ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
ｉ
ｎ
栃
農
」
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生
、
20

人
。
参
加
費
８
０
０
円
。

　

栃
農
高
の
生
物
工
学
科
の
先

生
に
、
植
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
、
さ
ら
に
、
高

校
生
の
支
援
を
受
け
て
自
分
で

植
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
抽
出
に
挑
戦

し
ま
す
（
９
時
か
ら
12
時
）。

　

申
し
込
み
は
８
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
。
生
涯
学
習
課
窓

口
あ
る
い
は
（
☎
21
‐
２
７
３

２
）
で
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担

当
（
☎
21
―
２
７
３
２
）
へ
。

サイエンスの魅力
　小学生！親しもう

植物の DNA 抽出など挑戦

栃農高で９月 15 日

発見の森セミナー
     　 「音楽って素敵♪」
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等にお問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
８月 23 日（木）13 時 30 分～  栃

木保健福祉センター（今泉町２丁目）
市内在住で働く意思のある 60 歳以上
の方  問い合わせはお住まいの地域
の事業所へ。
栃木事務局☎ 23‐4165 ▽藤岡事業
所☎ 62‐1534 ▽都賀事業所☎ 27‐
8812 ▽大平事業所☎ 43‐0155 ▽☎
92‐8390
※除草・塗装のできる方大募集（経験者、
興味のある方）
シルバー人材センター刃物研ぎ

 ８月 22 日（水）９時～ 12 時（申込
みは 12 時まで）※雨天中止  蔵の街
広場（万町）  包丁類 300 円～、刈
込はさみ 500 円～、修理 100 円～
シルバー人材センター栃木事務局☎ 23
‐4165
県シルバー大学校南校第 33回学校祭
○演芸会

 ７月 28 日（土）10 時～ 16 時  栃
木市栃木文化会館小ホール  太極拳、
コーラス、民謡、民話語り、フラダンス、
32 期・33 期生の発表会等
○学校祭

 ８月４日（土）10 時～ 15 時  栃木
県シルバー大学校南校  ふれあい体
験コーナー、模擬店コーナー、チャリ
ティーバザー、作品展示コーナー等
栃 木 県 シ ルバ ー 大 学 校 南 校 ☎ 22
‐5325
リンク栃木ブレックス公開練習
　普段見ることの出来ない練習風景を、
どなたでも無料でご覧いただけます。

 ７月 28 日（土）フォレストアリーナ
鹿沼総合体育館、８月 10 日（金）県
立南体育館（小山市）、８月 11 日（土）、
12 日（日）ブレックスアリーナ宇都
宮（宇都宮市体育館）、８月 31 日（金）
県立南体育館（小山市）申  リンク栃
木ブレックス☎ 028‐637‐8132 ／
平日 10 時～ 18 時
栃木少年少女合唱団団員募集
　 年間で十数曲歌えるようになります。
振付ダンスも取り入れます。

 土曜日９時～ 12 時  栃木南中音

楽室（本町）  小学１年～中学３年生
 3000円／月  栃木少年少女合唱団

（代表／内山☎ 090‐3514‐6717）
親子ヨガ教室受講者募集

 ９月９日（日）10 時～11時 30 分  藤
岡公民館（旧藤岡福祉センター）２階
大広間  0 ～３歳児と保護者  長嶋
浩子氏（ＮＰＯ法人国際ヨガ協会宇都
宮東学園長）  15 組（先着順） 無
料  ８月１日（水）～ 栃木市社会福祉
協議会藤岡支所☎ 62‐5861
※飲み物、動きやすい服装
小山高専公開講座
○ネズミ型ロボット「チュー吉」の作製

 ９月２日（日）13 時 30 分～ 16 時
30 分  小山高専サテライト・キャンパ
ス（倭町 14 －1）  小学校高学年 10
人  無料  実施日の１週間前の金曜
日まで、小山工業高等専門学校講座申
込窓口☎ 0285‐20‐2197

統計グラフ県コンクール作品募集
 ９月４日（火）締切※必着  県内の

小学生、中学生、高校生、大学生、一
般の方  課題は自由※小学４年生以下
の応募は、自分で観察または調査した
結果をグラフにしたもの。用紙はＢ２判

（72.8cm × 51.5cm）縦・横、どちらで
も可。紙質、色彩自由※裏面板張り（パ
ネル仕上げ）、表面のセロハンカバー
は不可。１人何点でも応募可、合作は
５人以内  栃木県県民生活部統計課

（〒 320‐8501 宇都宮市塙田１－１－
20 ／ ☎ 028‐623‐2242)、 栃 木 市
総合政策課☎ 21‐2405
平成 24 年度一般特定疾患医療講演会

 ９月 25 日（火）13 時 30 分～ 16
時※受付開始 13 時  下都賀庁舎２
階大会議室  パーキンソン病関連疾
患患者および家族※参加申込み多数の
場合、会場等の都合により人数の調整

あり。また、事前に質問を募集します。
参加申込み時に伝えて下さい  パー
キンソン病治療の輝ける未来へ  藤
本健一氏（自治医科大学附属病院脳神
経センター内科部門（神経内科）准教
授）申 ９月５日までに栃木県栃木健
康福祉センター保健衛生課（神田町／
☎ 22‐4121）
下水道排水設備工事責任技術者試験

  9 月 28 日 ( 金 )13 時～ 17 時（試験
講習会）、10 月 30 日 ( 火）14 時～ 16
時（試験）  栃木県自治会館（宇都
宮市）  受験資格および参加費は試
験案内参照（申込書類は８月上旬以降
に下水道課 ( 薗部町３丁目 ) と（公財）
とちぎ建設技術センター研修課で配布

 ８月 15 日（水）～９月 14 日（金）
までに（公財）とちぎ建設技術センター
☎ 028‐626‐3187

　30 年前の「栃木まつり、盛大に
開花」の見出し。まつり初日の 15
日に、若者でつくる「若人の日実行
委員会」が協賛行事として、第９回

「若人の日」を同時開催。まつり盛
り上げに一役買った。
　市内大通り約 700㍍を全面開放
して午後２時に開場。栃木西中ブラ
スバンドを先頭に５団体 500 人が
市民パレードを行った。フォルクス
ワーゲン 30 台もパレードに加わり

「華やかさを添えた」とある。９会場
で催しが開かれ、浴衣コンテストは

じめ１台の車に何人乗れるかのゲー
ムや動物園とミニＳＬが人気を集め
たことなどが報道され、今と変わら
ない市民の熱気が伝わってくる。
　まつりは、名称を何度か変え、今
年も蔵フェスとして大通りを主会場
に開催され、主役の参加を待ってい
る。

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
８
月
17
日　
　
　
　
　
「
今
年
は
ヤ
ン
グ
色
が
売
り
物
」

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、

か
つ
て
の
市
内
の
様
子

を
当
時
の
新
聞
記
事
か

ら
紹
介
し
ま
す
。
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

甲斐摩耶（東京藝術
大学非常勤講師、エ
リザベト音楽大学専
任講師）

中島由紀（東京藝術
大学の管楽器科の伴
奏員を 2009 年まで
務める）

小・中・高校生 1,000 円　　 8 月 26
日（日）発売開始 　 市内文化会館、
西方公民館、イープラス　 有り（有
料）

◆公共ホールがお届けする「世界へ繋
がる音楽」　甲斐摩耶

~音楽の楽しさ再発見~　
　（財）地域創造の公共ホール音楽活
性化支援事業の助成を受けて実施する
ヴァイオリンコンサートです。

◆音楽朗読劇「薔薇は生きてる」
　今、静かなブー
ムを生んでいる “ 山
川 彌 千 枝 ” っ て？
大 正 ～ 昭 和 初 期、
短い時間を駆け抜
けた天才少女の遺
稿集「薔薇は生き
てる」を島田歌穂
主演で舞台化 !

９ 月 15 日（ 土 ） 17 時　 16
時 30 分　 小ホール　 400 人（未
就学児の入場はご遠慮ください） 全
席指定（税込）3,000 円　　 7 月 21
日（土）発売開始　 市内文化会館、
西方公民館、イープラス　 有り（有
料）
 　◆天河栃木公演 2012

　和楽器・アジア楽器のオーケストラ
「天河」。和太鼓・横笛・二胡などが融
合する新しいサウンドをご堪能くださ
い。平成 16 年以降、8 年ぶりの栃木
市公演 !

10 月 27 日（土）　 18 時 30 分
18 時　 大ホール　　 1,200 人（未

就学児の入場はご遠慮ください。）
全席自由（税込）　一般 3,000 円　

● 8 月 11 日（土）～ 9 月 30 日（日）
●開館時間　9 時～ 17 時
　（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　毎週月曜日
　（祝日の場合は開館し、翌日休館）
　サロン文化の隆盛とともに貴婦人た
ちの装いに欠かせない存在として、生
活の多くのシーンに登場した扇。その
後、各時代の美術や服装の様式にあわ
せ、様々な素材や装飾を用いた多彩な
扇が次々と制作されます。
　本展では 18 世紀から 20 世紀初頭
にかけての華麗なヨーロッパの扇を各
時代のファッション画とともにご紹介
します。
◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　8 月 25 日（土）、9 月 8 日（土）、
　　　　22 日（土）　各日 14 時
　※観覧券をお求めのうえ、美術館受
　　付までお集まりください。

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県内の

　小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健

　福祉手帳の交付を受けている方と介助者1名、

　未就学児は無料

※団体は 20人以上

ポーラ文化研究所コレクション
　扇物語　―貴婦人が愛した扇の世界―

◎こどものためのワークショップ　
「さあ広げようきみの「扇」！！

　～見つめよう自分だけの美しさ～」
◆日時　8 月 12 日（日）
　　　　10 時～ 17 時
◆場所　とちぎ蔵の街美術館、栃木
　　　　第一小集会室（洋室・和室）
◆対象　小学生くらい 40 人（先着
　　　　順／小学生未満は保護者同
　　　　伴）
◆費用　500 円（保険料、材料費）
　※事前に美術館までお申し込みく
　　ださい。

とちぎ蔵の街美術館　
（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）

※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用
　ください。当館で駐車場の無料券をお渡しします。

★
お
は
な
し
広
場

　
【
10
時
30
分
～
11
時
】

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

８
月
11
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　

｢

う
み
べ
の
ハ
リ
ー｣

他

８
月
25
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　

｢

ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん｣

他

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

８
月
18
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
未
就
園
児

★
夏
の
朗
読
会
『
怪
談
』

～
あ
ざ
み
の
会
～

　

暑
い
夏
に
朗
読
を
聞
い
て
ヒ
ヤ
ッ

と
し
ま
せ
ん
か
？

８
月
19
日
（
日
） 

14
時
～
15
時

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

小
学
校
高
学
年
～
一
般

　

定
員　

30
人

★
ロ
ボ
ッ
ト
と
遊
ぼ
う

　

～
高
専
ロ
ボ
コ
ン
～

　

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
生
徒
に

よ
る
ミ
ニ
ロ
ボ
ッ
ト
実
演
シ
ョ
ー
・

ミ
ニ
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験

８
月
25
日
（
土
）

【
午
前
の
部
】
11
時
～
12
時　

【
午
後
の
部
】
14
時
～
16
時

　

場
所　

１
階
・
ロ
ビ
ー

　

対
象　

幼
児
～
一
般

　

定
員
（
操
作
体
験
）
各
30
名
（
午

前･

午
後
）

※
各
回
30
分
前
か
ら
整
理
券
配
布

（
先
着
順
）

※
実
演
シ
ョ
ー
は
ど
な
た
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

★
お
は
な
し
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

【
幼
児
向
け
】

８
月
10
日
（
金
）・
24
日
（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時

【
小
学
校
低
学
年
向
け
】

８
月
４
日
（
土
）
14
時
～
14
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
児
童
ク
ラ
ブ
室

★
お
は
な
し
会
「
お
ば
け
の
話
」

８
月
４
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

★
映
画
会
「
日
本
昔
ば
な
し
」、「
ド

ラ
え
も
ん
」

８
月
19
日
（
日
）
10
時
～
12
時

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

※
お
は
な
し
会
、
映
画
会
と
も

　

定
員　

30
名
（
先
着
順
）　

　

参
加
費　

無
料

８
月
18
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

工
作
教
室
「
貯
金
箱
つ
く
り
」

★
今
月
の
お
す
す
め
本

○
課
題
図
書

・「
コ
コ
ロ
屋
」

・「
ピ
ア
ノ
は
と
も
だ
ち
」　

他

★
お
は
な
し
会

８
月
18
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会
で
す
。

　

８
月
の
テ
ー
マ
は
「
な
つ
」（
夏
）

で
す
。「
な
つ
」
に
ま
つ
わ
る
お
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

な
つ
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
に
し
て

○
夏
休
み
す
い
せ
ん
図
書

・「
空
と
ぶ
ペ
ン
ギ
ン
」

・「
ぼ
く
ら
の
大
脱
走
」　

他

○
栃
木
県
優
良
推
奨
図
書

・「
１
０
０
年
前
の
女
の
子
」

・「
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
町
の
義
肢
メ
ー

カ
ー
に
届
く
感
謝
の
手
紙
」　

他

　

別
置
き
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

★
お
知
ら
せ

　

７
月
か
ら
新
聞
や
各
種
雑
誌
の
取

り
扱
い
を
始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

　ヴァイオリン奏者：甲斐摩耶
　　　　ピアノ伴奏：中島由紀
 10 月 13 日（土）15 時～ 17 時

メインホール　 全席自由 : 前売
1,000 円（当日 1,200 円）、小中高生
500 円　 前売開始 :7 月 27 日（金）

市内文化会館及びプラッツおおひ
ら、ゆうゆうプラザ（四季彩の湯）
　★４小学校でふれあいコンサート 
  会館でのコンサート前に 10/11（木）
部屋小・合戦場小。10/12（金）西方
小・寺尾南小で 6 学年の児童とふれ
あいコンサートも実施します。（一般
参加はできません）

《マルタンのワニス扇》1860 年頃　フランス
　　　　ポーラ文化研究所蔵

◎講演会 
　「貴婦人を彩ったヨーロッパの扇
　とメークアップ＆ヘアモード」
◆講師　津田紀代
　　　　（ポーラ文化研究所
　　　　  主任学芸員）
◆日時　９月９日（日）14 時
◆場所　小山高専サテライト・キャ      
　　　　ンパス　スタジオ２（倭町
　　　　14 －１）
◆定員　40 名（先着順）
◆入場無料
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内 = 内容　講

＝講師　定＝定員　費＝費用　持＝持物　申＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

○夏休み工作タイム
８月７日（火）13 時 30 分～ ４

歳児以上 20 人 内 からくりワールド～
海賊船～ ７月 21日（土）～（先着順）
○９月のママといっしょ
「ちびっこ運動会」

８月23日（木）～９月４日（火）
◇うさぎクラス（６～ 11 か月児と保護
者） ９月18 日（火）10 時 30 分～

バスタオル
◇くま①クラス（１歳～１歳５か月児と
保護者） ９月 21日（金）10 時 30
分～
◇くま②クラス（１歳６か月児～１歳
11 か月児と保護者） ９月 21日（金）
11 時 15 分～
◇ぞうクラス（２歳以上の未就園児と
保護者） ９月 28 日 ( 金 )10 時 30
分～
☆共通事項　 無料 電話または直
接いまいずみ児童館へ

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○水あそび
８月１日（水）、３日（金）、６日（月）、

８日（水）10 時 30 分～11時 30 分（時
間内参加自由）※悪天候の場合中止

そのべ児童館あそび場 幼児以上
水着、タオル、サンダル、飲み物

○ぺたぺた記念日！
８月 22 日（水）10 時 30 分～ 11

時 30 分（時間内参加自由） ０歳～
手形・足形、身長・体重測定

☆共通事項　 無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センター

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○赤ちゃんサロン
　０歳児と保護者のいこいの場です。

８月 23 日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分 ０歳児と保護者 20 組
ふれあい遊び、ママ同士のおしゃ
べり、身長・体重測定 無料 受
付中

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

○プチ夏祭り
８月７日（火）10 時～ 11 時 藤

岡保健福祉センター敷地内 乳幼児
と保護者 30 組 内 ヨーヨー釣り、親
子ゲーム 無料 ８月１日（水）～８
月６日（月）（先着順）
○水遊びをしよう

８月 21日（火）10 時～ 11 時 藤
岡保健福祉センター敷地内 乳幼児
と保護者 内 シャボン玉遊び、ペットボ
トルのおもちゃで遊ぼう なし 無
料 不要
○運動遊びをしよう

８月 28 日（火）10 時 30 分～ 11
時 30 分 地域子育て支援センター
ふじおか 乳幼児と保護者 内 跳んだ
り、くぐったり、探検ごっこをしよう

なし 無料 不要

○プール遊び
８月１日、８日、22 日、29 日の水

曜日 11 時 15 分～ 12 時 地域子育
て支援センターにしかた（なかよしこ
ども園プール） 未 就園児と保護者

無料 不要

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○プール開放日
８月３日（金）10 時～11 時 30 分※

天候により中止あり 未就園児と保
護者 水着または水遊び用紙パンツ
○双子ちゃん遊ぼう

８月６日（月）10 時～ 12 時 未
就園児の双子と保護者または双子を
妊娠中の方 無料※一般の方にも開
放
○赤ちゃんサロン（ひまわりコース）

８月９日～（木曜日全４回）10 時～
11 時 30 分 平 成 23 年 10、11、
12 月生まれの乳児と保護者
○赤ちゃんサロン（ちゅうりっぷ
コース）

８月 23 日（木）～（木曜日全４回）
10 時～ 11 時 30 分 平成 24 年１、
２、３月生まれの乳児と保護者※ 11
月からひまわりコースへ移行します。
☆共通事項

子育ての情報交換、離乳食試食等
無料（材料費等実費負担） 20 組

（定員になり次第〆切） メールで受
付８月１日（水）～８日（水）15 時まで
○健康相談日

８月 20 日（月）10 時～ 15 時 身
体測定※午前中、助産師相談（予約
不要）
○マタニティー＆ベビーの日

８月 23 日（木）14 時～ 15 時 妊
娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦又
は夫婦２組 内 赤ちゃんのお世話、調
乳、おやつ試食 エプロン、 母 子
手 帳 無 料 10 時～ 15 時まで電
話で予約受付
○親子スイミング教室

９月６日（木）９時 30 分さくら保育
園集合 小山スイミングスクール小山
校 １歳～３歳児と保護者 12 組 親
子１組 1800 円（バス代含む） ８月
20 日（月）～９月５日（水）15 時までメー
ルで受付
☆共通事項　下記アドレス宛に保護
者名、子ども名、読み仮名、生年月日、
〒住所、電話番号を送信してくださ
い。sakura-3j@sakura-kids.jp

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

さくら３Ｊホール

○お話し会
８月９日（木） ボランティア楡木

小カリブ 20 組（先着順） ７月
30 日（月）～
○すくすくタイム

８月２日、23 日、30 日の木 曜
日 身体・体重測定／夏の折紙遊
び／プチ夏祭り
☆ 共 通 事 項　 10 時 30 分～ 11
時 30 分 未就園児と保護者費無 料

不要

○みんなで作ろう！プラ板キーホル
ダー

８月２日（木）、３日（金）10 時 30 分
～16 時 18 歳未満各日50人（当日申
込み先着順） プラスチックを加熱す
ると縮む性質を利用した科学遊び
○海賊王になろう！児童センター夏祭
り

８月26日（日）15 時～16 時 30 分
18 歳 未満 100 人（当日 14 時 50 分
～先着順にチケットを配布） 内 わた
あめ、かき氷、お菓子のゲーム、空
気砲作り、うちわ作り他 ○身体測定・手形の日☆

◇０歳～２歳児 ８月１日（水）、６日
（月）10 時 30 分～ 11 時 30 分
◇２歳～ ８月８日（水）10 時 30 分
～ 11 時 30 分
○カレンダー作り☆

８月 27 日（月）、29 日（水）10 時
30 分～ 11 時 30 分、28 日（火）13
時 30 分～ 14 時 30 分
○絵本の会に参加しよう !! ☆

８月23 日（木）10 時 45 分～11 時
15 分
○プール開放日☆（10 か月～未就
園児）

8 月３日（金）、７日（火）、21日（火）、
22 日（ 水 ）10 時 30 分 ～ 11 時 30
分、１日（水）、８日（水）、24 日（金）、
27 日（ 月）13 時 30 分 ～ 14 時 30
分 水着または水遊び用オムツ・タ
オル・帽子・飲み物
○英語で遊ぼう !!

8 月 30 日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分 ２歳児以上と保護者（先
着 15 組） 板橋先生 ８月９日（木）
～ 10 日（金）
○プール納めに参加しよう !! ☆（10
か月～未就園児）

8 月 31 日（金）10 時 30 分～ 11
時 30 分 水着または水遊び用オム
ツ・タオル・帽子・飲み物
○給食の試食会に参加しませんか !!

９月４日（火）11 時 30 分～ 12 時
30 分 ２歳児以上と保護者５組
500円 ８月21日（火）～ 22 日（水）
10 時から電話受付（抽選）
○親子にこにこ体操

９月 10 日（ 月）10 時 30 分～ 11
時 30 分 １歳半以上児と保護者 15
組 原美穂子先生 バスタオル、飲
み物、汗拭きタオル、運動のできる
服装 ８月 28 日（火）～ 30 日（木）
10 時から電話受付（先着順）
☆印は自由参加です。

○天体望遠鏡で宇宙を覗いてみま
しょう！

晴れた日の水曜日 19 時 30 分～
21 時 30 分 全 年齢 なし 無 料

不要※月、土星、季節の星座など
を見ることが出来ます。雨天時イベン
ト開催の有無等、詳しい内容は大平
児童館までご連絡下さい。また、ホー
ムページでも天体観測、季節の行事
等の情報をお知らせしています。
www.10years4kids.com

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○キッズサロンオータムコース
Ａ、Ｂコース９月上旬～（金曜全４回）
平成 21 年４月～平成 23 年７月生

まれの乳児と保護者 ふれあい遊び、
リズム遊び、製作等 各コース 25 組

（先着順）※日程、コース等は後日郵
送 ８月１日（水）～ 10 日（金）15
時まで
※ 保 護 者 名、 子ども 名、 読 み 仮
名、生年月日、〒住所、電話番号を
sakura-3j@sakura-kids.jp あてにメー
ルを送信してください。

○「その時どうする？」～防災対策
についてのお話

８月７日（火）１０時 30 分～ 11 時
30 分 未就園児と保護者

（☎ 22‐7100）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
８月７日（火）10 時～ 11 時（当日

受付） ０歳児と保護者 親子での
ふれあい遊びとおしゃべりタイム
無料
○プチなかよしタイムⅡ期

８月 28 日、９月 25 日の火曜日10
時～ 11 時 平成 23 年７月～９月生
まれの乳児と保護者先着 15 組 親
子でのふれあい遊びと栄養士、心理
士の話等 無料 ７月24日（火）～

○おもちゃを作って遊ぼう
◇６か月～１歳５か月児と保護者 ８
月８日（水）、21 日（火）、23 日（木）、
29 日（水）
◇１歳６か月児～未就園児と保 護 者

８月６日（月）、９日（木）、20 日（月）、
24 日（金）、30 日（木）
☆共通事項

10 時30 分 ～11 時30 分 各20
組 ７月30 日（月）～８月１日（水）※
受付９時～ 15 時

○観劇会　劇団ピッカリ座公演「わ
んぱく孫悟空」

８月18 日（土）13 時 30 分開場、
14 時開演 栃木文化会館・小ホール

幼児以上 400 人 無料 ８月４日
（土）９時～２館窓口でチケット配布
（先着順）※チケットは家族分のみ

問合先　いまいずみ児童館☎ 27 ‐
5322 ／そのべ児童館☎ 20 ‐ 6231

いまいずみ児童館・そのべ児童館
２館合同行事
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
（鹿沼市坂田山　鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　10:00 ～ 17:00（内科・小児科・歯科）
・夜間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         平日（月、水、金曜日）
　　　19:00 ～ 22:00（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ～ 17:00）
８月 医療機関名 電話番号

５（日）上都賀総合病院 0289‐64‐2161
12（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
19（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
26（日） 西方病院 0282‐92‐2323

市のホームページにも掲載しております。

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19:00 ～ 22:00（内科 / 小児を含む）
休日 9:00 ～ 21:00（内科 / 小児を含む )( 外科 )

※変更になる場合もあります。
事前に☎確認してからお出かけください。

◆栃木市消防本部
　月～土曜日の 22:00 ～　 　☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始 21:00 ～  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

◆とちの木病院（大町）☎ 22‐7722
日曜日　19:00 ～ 21:00

※市内の小児科開業医が中心
 となって実施しています。

◆下都賀総合病院（富士見町）☎ 22‐2551
（要電話確認）

木・金曜日　17:00 ～ 22:00

1 水 中元（中元内科医院）
2 木 藤沼（仁） （大平下病院）
3 金 山門（山門クリニック）
4 土 土谷（土谷医院）

5 日
内：関口（弘）（関口医院）
外：藤沼（彰）（藤沼医院）

6 月 青木（章）（静和医院）
7 火 成田（成田内科）
8 水 大山（大山整形外科）
9 木 亀田（亀田整形外科医院）

10 金 橋本（安）（橋本医院）
11 土 青木（虎）（青木医院）

12 日
内：高田（高田クリニック）
外：川島（かわしまクリニック）

13 月 金田（金田医院）
14 火 与倉（与倉ペインクリニック）
15 水 竹田（竹田内科医院）
16 木 河口（河口医院）
17 金 筒井（筒井医院）
18 土 箕輪（箕輪内科）

19 日
内：川田（かわたクリニック）
外：野崎（野崎医院）

20 月 青木（虎）（青木医院）
21 火 斉藤（伸）（さいとう小児科）
22 水 横山（よこやま内科小児科クリニック）
23 木 川島（かわしまクリニック）
24 金 腰塚（学）（ちづかクリニック）
25 土 中坪（なかつぼクリニック）

26 日
内：江口（えぐち内科クリニック）
外：亀田（亀田整形外科医院）

27 月 永谷（大島医院）
28 火 桜井（桜井こどもクリニック）
29 水 秋元（秋元クリニック）
30 木 関口（弘）（関口医院）
31 金 野崎（野崎医院）

市のホームページにも掲載しております。

毎日　19:00 ～ 23:00
☎ 028‐600‐0099
プッシュ回線の場合

＃ 8000

集団健診等のご案内

乳幼児健診等のご案内

保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課　
　

☎
25
‐
３
５
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25
‐
３
５
１
２

大
平
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　
　

☎
45
‐
１
７
８
８

藤
岡
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　
　

☎
62
‐
０
９
０
４

都
賀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　
　

☎
29
‐
１
１
０
３

西
方
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　
　

☎
92
‐
０
３
１
１

問合先

９月の集団健診日程

日 曜
日 場　所 対象

受
診
項
目

受診項目
前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん
・

乳
が
ん

骨
密
度

５ 水 吹上公民館 男女
特
定
健
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

○ ○ ○
７ 金 ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○
８ 土 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○
10 月 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○
16 日 西方保健センター 男女 ○ ○ ○
23 日 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○
27 木 栃木保健福祉センター 男女 ○ × ×
28 金 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○
30 日 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○

健診当日の受付時間は、８:30 ～ 10:30 です。

９月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
４ 火 藤岡保健福祉センター 13:30 ～ 16:30
14 金 ゆうゆうプラザ 13:30 ～ 16:30
20 木 西方保健センター 9:00 ～ 11:30
24 月 栃木保健福祉センター 9:00 ～ 11:30
25 火 都賀保健センター 13:30 ～ 16:30

８月のポリオ集団予防接種
対象のお子さんに通知書、予診票をお送りしますので、

忘れずに受けましょう！！
日 曜日 場　所 受付時間
３ 金 西方保健センター 14:00 ～ 14:30

※ 不活化ポリオワクチンの導入について
平成 24 年９月の導入を予定しております。

対象者には、９月以降に個別通知いたします。
★ 詳しくは、厚生労働省ホームページをご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/index.html

９月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
18 火 ゆうゆうプラザ

13:30 ～ 16:30
20 木 栃木保健福祉センター

８月の乳幼児健診
個別通知にてご案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
４か月児健診

21 火 栃木（栃木保健福祉センター）
29 水 大平（ゆうゆうプラザ）
30 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
22 水 都賀（都賀保健センター）
28 火 西方（西方保健センター）

９か月児健診
１ 水

栃木（栃木保健福祉センター）
30 木
30 木 大平（ゆうゆうプラザ）
30 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
22 水 都賀（都賀保健センター）
28 火 西方（西方保健センター）

１歳６か月児健診
２ 木

栃木（栃木保健福祉センター）
８ 水
１ 水 大平（ゆうゆうプラザ）

３歳児健診
９ 木

栃木（栃木保健福祉センター）
22 水
２ 木 大平（ゆうゆうプラザ）
22 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）

２歳児歯科健診
７ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
20 月 大平（ゆうゆうプラザ）
１ 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
23 木 都賀（都賀保健センター）

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所／日程

栃木保健
福祉センター

藤岡保健
福祉センター

①妊娠中の生活・仲間づくり   ９月 27 日（木）   8 月 17 日（金）
②育児について・栄養指導 10 月 17 日（水）   9 月   5 日（水）
③妊婦体験・沐浴指導   8 月 25 日（土） 10 月   6 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 栃木保健福祉センター
９月 20 木 ①ふれあい遊び・子育てアドバイス
８月 25 土 ②絵本の読み聞かせ・ストレッチ
 ゆうゆうプラザ
８月 ８ 水 離乳食教室・子育て相談
 藤岡保健福祉センター
９月 13 木 ①離乳食教室
８月 24 金 ②ベビータッチケア
 都賀保健センター
８月 ８ 水 離乳食のお話・ベビータッチケア

（
８
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
６ 月 栃木 （栃木保健福祉センター）
６ 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
20 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
28 火 都賀 （都賀保健センター）

健康のため年に 1 回
健康診断を受けましょう

5 歳
児発達

相談について
　　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お子さんの成長
や発達、子育てなどについて、気にな

ることや困っていることはありませんか？
市では、５歳になるお子さん（年中さん）を対

象に発達相談を実施しています。保健師と心理
職が各園を訪問し、お子さんの様子を拝見させ
ていただきます。
  事前に保護者の方には相談票を配布いたしま
す。お子さんがより良い集団生活を送るための

手立てを一緒に考えていきたいと思います
ので、相談したいことを気軽にご記

入ください。

次のようなご心配がありましたら、
ぜひご記入ください。

　　　・落ち着きがなく対応が難しい
　　　・困っているクセやこだわりがある
　　　・ひとり遊びが多く、友だちと遊べない
　　　・発音が不明瞭で聞き取りにくい
　　　・食べ物の好き嫌いが激しい
　　　・夜なかなか寝られない
　　　　　　　　　　　　　　など◆子どもの定期予防接種を受けましょう。

７面にお知らせ記事があります。

栃木地区急患センター８月の当番医師

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（０歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫
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ル
ゼ
ン
エ

と
ち
ぎ
散
歩
は
、
栃
木
市
に

あ
る
名
所
、
旧
跡
な
ど
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日 
・住所・保護者名を記入して〒 328 ‐ 8686　市役
所秘書広報課へ。応募多数の場合抽選。写真は返
却しません。

（締め切り）　平成 23 年 10 月生まれ ８月 15 日（水）
（当日必着）　平成 23 年 11 月生まれ ９月 12 日（水）

橋本　妃
ひ な

夏ちゃん

青木日
か え ら

笑良ちゃん

佐藤　那
な な

奈ちゃん

鈴木　浩
ひ ろ と

仁ちゃん

安良岡知
ち さ

咲ちゃん

後藤　陽
は る と

人ちゃん

宇賀神　星
せい

ちゃん

栁川明
あ か り

夏梨ちゃん

白澤　慶
けいいち

一ちゃん

大塚　優
ゆ う ま

真ちゃん

須藤　里
り な

菜ちゃん

落合なずなちゃん

永島　來
ら い き

輝ちゃん

細川　由
ゆ あ

愛ちゃん

阿部由
ゆ り か

栞佳ちゃん

薄井陽
ひ な の

菜乃ちゃん

別井　優
ゆ づ き

月ちゃん

小栗　彩
あ や か

花ちゃん

木村　玲
れ い や

也ちゃん

川嶋　香
か り ん

凛ちゃん

大森妃
ひ な の

奈乃ちゃん

　

市
北
西
の
山
間
部
に
あ
る
名

刹
。
坂
東
観
音
霊
場
17
番
目
の

札
所
。
僧
侶
が
修
行
す
る
道
場

と
し
て
格
式
が
高
い
。
日
光
を

開
山
し
た
勝
道
上
人
が
７
６
５

年
に
開
い
た
と
さ
れ
る
。

　

下
野
の
国
司
・
高た
か
う
す
け

藤
介
の
奥

方
が
、
奥
の
院
の
「
観
音
の
霊

窟
」
に
こ
も
り
、
子
授
け
祈
願

を
続
け
た
末
に
授
か
っ
た
の
が

勝
道
上
人
と
い

い
、
以
来
、
鍾

乳
石
の
「
十
一

面
観
音
菩
薩
」

は
子
授
け
や
安
産
、
子
育
て
の

菩
薩
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
。

　

弘
法
大
師
空
海
の
作
と
伝
え

ら
れ
る
本
尊
の
千
手
観
音
菩
薩

を
祭
る
本
堂
の
ほ
か
、
仁
王
門

や
近
代
的
様
式
の
鐘
楼
な
ど
が

あ
る
。
本
堂
か
ら
１
㌔
余
歩
く

奥
の
院
は
改
修
が
ほ
ぼ
終
了
し

て
見
学
に
便
利
に
な
っ
た
。

　

直
下
の
大
悲
の
滝
で
は
修
行

僧
が
真
冬
も
落
差
８
㍍
の
滝
に

身
を
打
た
れ
る
。
滝
を
源
に
す

る
渓
流
が
境
内
を
走
り
、
夏
で

も
涼
し
い
。
滝
そ
ば
の
サ
ワ
グ

ル
ミ
の
巨
木
を
は
じ
め
と
し
て

全
山
の
新
緑
と
紅
葉
の
美
し
さ

は
見
事
。

　

門
前
に
は
名
物
の
出
流
そ
ば

の
店
が
10
軒
余
並
ぶ
。
秋
そ
ば

を
不
動
の
滝
に
さ
ら
し
た
香
り

高
い
「
寒
ざ
ら
し
そ
ば
」
も
大

寒
の
滝
開
き
に
合
わ
せ
て
提
供

さ
れ
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

竹
村
教
誠
住
職
は
「
ご
信
者

皆
様
の
願
い
事
が
成
就
す
る
よ

う
に
毎
日
護
摩
祈
願
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
一
般
の
方
の
座
禅

や
滝
修
行
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
」
と
来
訪
を
歓
迎
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　

門
前
に
並
ぶ
名
物
そ
ば
の
店

勝
道
上
人
が
７
６
５
年
に
開
く

おおひらぶどうまつり２０１２

8 月 25 日（土）10 時～ 15 時

　かかしの里で「2012 おおひら
ぶどうまつり」を開催します。
　毎年恒例のぶどうの早食いなど
のチャレンジコーナー、新鮮なぶ
どうや野菜の直販、チェーンソー
カービングの実演、とちおとめ
25 のライブステージ、他にも楽
しいイベントやプレゼントが盛り
だくさん！
ぶどうまつり実行委員会事務局
　（かかしの里内）☎ 43 ‐ 8288

（火曜日定休）

　蔵の街サマーフェスタは８月４日（土）・５
日（日）16：00 ～ 21：00 予定です。（小雨決行）
　蔵の街大通り・銀座通り・巴波川幸来橋付
近を会場として、　「蔵の街音頭」に合わせた

『 蔵 踊 り 』
や よ さ こ
い、 ス ー
パ ー カ ー
パレード、
ご 家 族 み

なさんで楽しめるイベント、５日の日曜日には
サンバパレード、百八灯流しなど、盛りだくさ
んの内容で “ とちぎの夏 ” を楽しみましょう。
　　　　　蔵フェス実行委員会事務局

（商工観光課内）☎ 21 ‐ 2543

夏の想い出は『蔵フェス』で！

平成 23 年 8 月生まれの赤ちゃん

　

８
月
19
日
（
日
）　

10
時
～

20
時
の
予
定
（
荒
天
時
は
屋
内

に
お
い
て
実
施
可
能
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
）

◆
会
場　

西
方
総
合
文
化
体
育

館
及
び
敷
地
内

　

西
方
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

主
体
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
企
画
や

屋
内
施
設
で
の
体
験
型
ゲ
ー
ム

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
）、
ふ
わ

ふ
わ
遊
具
。
屋
外
広
場
に
お
い

て
は
Ｓ
Ｌ
エ
ン
ジ
ン
カ
ー
や
各

種
模
擬
店
等
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

お
笑
い
芸
人
の
ア
ン
ト
キ
の

猪
木
や
ア
イ
ド
ル
の
田
中
絵
里

香
、
と
ち
お
と
め
25
、
ゴ
ス
ペ

ル
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ウ
ン　

ブ

レ
ス
ド　

ボ
イ
ス
な
ど
を
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に

は
西
方
の
夜
空
を
彩
る
〝
花
火

シ
ョ
ー
〟を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、『
に
し
か
た
子
ど
も
夏

ま
つ
り
』
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

に
し
か
た
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　

子
ど
も
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局

　
（
西
方
教
育
支
所
内
）　　

　
　
　
　

 

☎
92
‐
２
８
７
９

お笑い芸人やアイドル出演

にしかた
子ども夏まつり

千手観音菩薩を祭る本堂（写真㊤）と奥の院（写真㊦）

か か し の 里
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６
月
15
日
、
真
名
子
小

学
校
で
「
ふ
る
さ
と
交
流

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
11
回
目
と
な
る

今
回
は
、
絵
手
紙
、
折
り

紙
、
よ
さ
こ
い
、
横
笛
・

太
鼓
等
の
講
師
を
招
い
て

行
わ
れ
、
参
加
し
た
児
童

や
保
護
者
、
地
域
の
方
々

が
熱
心
に
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

   

６
月
14
、
15
日
、
大
平

南
中
学
校
２
年
生
の
秋
山

君
、
川
村
君
、
粂
川
君
が

職
場
体
験
学
習
で
大
平
総

合
支
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

各
課
に
分
か
れ
、
広
報

取
材
や
ア
ン
ケ
ー
ト
発
送

準
備
、
運
動
公
園
の
清
掃

な
ど
を
こ
な
し
た
３
人
は

「
色
々
な
仕
事
が
体
験
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

３
人
の
中
学
生
が

支
所
で
職
場
体
験

大
　
平

 　
「
み
ず
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
２
渡
良
瀬
遊
水
地

大
会
」
が
、
５
月
27
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
に
く
い

時
期
の
開
催
と
な
る
た
め

例
年
雨
の
日
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
年
は
晴

れ
わ
た
り
、
参
加
者
も

１
１
８
５
人
と
多
く
、
と

て
も
に
ぎ
わ
っ
た
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

「みずウオーク」
晴天でにぎわう

藤　岡

　

６
月
９
日
・
10
日
、
と

ち
ぎ
山
車
会
館
前
広
場

で
、「
栃
木
県
名
発
祥
の

地
大
博
覧
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昔
懐
か
し
い
ポ
ン
菓
子

の
販
売
や
竹
ト
ン
ボ
な
ど

の
遊
び
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
で
は
大
人
も
子
ど
も

も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

栃　木

県
名
発
祥
の
地
で

老
若
男
女
楽
し
む

ふるさと交流会
多彩に、熱心に

西　方

　

６
月
17
日
、
都
賀
・
西
方
地

域
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

道
の
駅
「
に
し
か
た
」
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
西
方

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
や
か
っ
ぱ
公

園
な
ど
約
８
㌔
の
コ
ー
ス
を
巡

り
ま
し
た
。

 
 
 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

約
60
人
の
参
加
者
が
清
々
し
い

汗
を
か
き
ま
し
た
。
（
都
賀
・

西
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
事

業
）

　

3
月
24
日
～
5
月
6
日
に

つ
が
ま
ち
観
光
協
会
が
募
集

し
た
、
つ
が
の
里
の
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
、
樹
齢
約
１
７
０

年
の
山
桜
の
愛
称
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

応
募
総
数
２
０
８
点
の
中

か
ら
、
厳
正
な
る
審
査
に
よ

り
、
佐
野
市
成
瀬
月
江
さ
ん

外
の
「
つ
が
の
里
桜
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都　賀

｢ つ が の 里 桜 ｣
山桜愛称決まる

汗
も
さ
わ
や
か
に

地
元
の
８
㌔
歩
く


